
平成２１年度 全国学力・学習状況調査

解 説 資 料

中学校 数学

平成２１年４月

国立教育政策研究所

教育課程研究センター



は じ め に

平成２１年度全国学力・学習状況調査は，小学校第６学年及び中学校第３学年の原則と

して全児童生徒を対象に，４月２１日に実施されました。

調査の目的は，①国が，全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点か

ら，各地域における児童生徒の学力・学習状況をきめ細かく把握・分析することにより，

教育及び教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図ること，②各教育委員会，学校

等が，全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握し，

その改善を図るとともに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サ

イクルを確立すること，③各学校が，各児童生徒の学力や学習状況を把握し，児童生徒

への教育指導や学習状況の改善等に役立てることです。

調査の内容は，教科に関する調査（国語と算数・数学）と生活環境や学習環境等に関

する質問紙調査（児童生徒対象と学校対象）があり，教科に関する調査は，主として「知

識」に関する問題と，主として「活用」に関する問題の２種類からなります。

主として「知識」に関する問題は，①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容

に影響を及ぼす内容や，②実生活において不可欠であり常に活用できるようになってい

ることが望ましい知識・技能などを調査するものです。また，主として「活用」に関す

る問題は，①知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，②様々な課題解決の

ための構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容を調査するものです。

国立教育政策研究所教育課程研究センターにおいては，調査問題の作成と調査結果の

分析を担当しております。この調査を，児童生徒一人一人の学力や学習状況の把握はも

とより，今後の指導や学習の改善に生かしていくことが重要であると考えています。こ

のため，問題の作成に当たっては，学習指導要領に示されている内容が正しく理解され

るよう留意するとともに，子どもたちに身に付けさせたい力として重視されるものにつ

いての具体的なメッセージとなるように努めました。
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本資料は，調査問題について出題の趣旨や正答・誤答の解説などをまとめたものです。

各学校や教育委員会において，日常の学習指導や教育施策の改善・充実に生かしていた

だければ幸いです。特に，学校においては，当該学年以外の先生方や当該教科以外の先

生方を含めて学校全体で活用していただきたいと考えております。

最後に，本調査の実施に当たりご協力いただきました皆様，調査に参加していただい

た教育委員会，学校の皆様，本資料の作成に当たりご協力いただきました皆様に心から

御礼申し上げます。

平成２１年４月

国立教育政策研究所 教育課程研究センター長

中 岡 司
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●本書の目的

本書は，平成２１年度全国学力・学習状況調査の実施後速やかに，児童生徒への教育指導

や学習状況の改善等に役立てることができるよう，教科に関する調査問題についての解説な

どをまとめたものである。

●本書の内容・構成

Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって

調査問題作成の基本方針として，調査問題の出題範囲，問題作成の枠組みについて解説

した。

Ⅱ 調査問題の解説

問題ごとに，出題の趣旨，正答とその解説などについて記述した。

１ 出題の趣旨

問題ごとに把握する力やその意義，場面設定などについて解説した。

２ 各設問の趣旨

各設問について出題の趣旨を記述するとともに，学習指導要領における領域・内容及

び評価の観点などを示した。

３ 正答と解説

■正答 各設問の正答や正答例を記述した。

■解説 問題の代表的な解き方，正答の条件，予想される誤答例と考えられる原因など

を記述した。

４ 学習指導に当たって

問題と関連して，今後の学習指導において参考となる事柄を記述した。

Ⅲ 調査問題一覧表

問題の概要，出題の趣旨，学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式を一覧表にまと

めた。

Ⅳ 調査問題等

調査問題，解答用紙及び正答（例）を掲載した。
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Ⅴ 解答類型

解答類型は，各設問についての正答・予想される誤答・無解答などの解答状況を分類し

整理したものである。

正答については，設問の趣旨に即して解答として求める条件を定め，その条件をすべて

満たしているものを ◎ で表し，設問の趣旨に即し必要な条件を満たしているものを ○

で表した。

なお，解答類型には次のように番号を付けた。

類型１～類型８(最大) … 正答・予想される誤答の類型

（複数の類型が正答となる問題もある。）

類型９ ……………………「上記以外の解答」（類型１から類型８までに含まれない解

答。）

類型０ ……………………「無解答」（解答の記入のないもの。）

Ⅵ 質問紙調査項目（教科関連部分）

質問紙調査項目のうち，中学校数学科の教科に関する項目を掲載した。

※ 本調査においては，障害のある児童生徒や日本語指導が必要な児童生徒に対し

て，点字問題，拡大文字問題，総ルビ付き問題を用意した。

なお，点字問題については，問題が一部異なっており，本書ではその部分を掲

載した。
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Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題の出題範囲

全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議による報告書『全国的な学力

調査の具体的な実施方法等について（報告）』（平成18年４月，以下『報告書』という。）

では，全国的な学力調査における調査問題の出題範囲・内容について，各学校段階にお

ける各教科等の土台となる基盤的な事項に絞った上で，以下のように問題作成の基本理

念を整理することが適当であるとされている。

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活にお

いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など

（主として「知識」に関する問題）

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想

を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容（主として「活用」に関する問

題）

また，具体的な調査問題の作成に当たっては，調査問題自体が学校の教員や児童生徒

に対して土台となる基盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や児

童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要であるとされている。

特に，算数・数学科では，調査問題の作成に当たって，以下のような観点を盛り込む

ことや工夫をすることが考えられるとされている。

主として「知識」に関する問題

・整数，小数，分数等の四則計算をすること

・身の回りにある量の単位と測定が分かること

・図形の性質が分かること

・数量の関係を表すこと

・変化の様子を調べること

・確率の意味を理解し確率を求めること など

主として「活用」に関する問題

・物事を数・量・図形などに着目して観察し的確にとらえること

・与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択したりすること

・筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること

・事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすること など

主として「知識」に関する問題と，主として「活用」に関する問題の内容については，

それぞれの問題を知識・技能の習得と考える力の育成の両面にかかわるものとしてとら

える必要がある。

２ 問題作成の枠組み

問題作成に当たっては，上記のような趣旨にもとづいて，主として「知識」に関する

問題，主として「活用」に関する問題のそれぞれを，数学科の内容の領域，主たる評価

の観点，問題場面の文脈とのかかわりで位置付けた。
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(1) 内容の領域・評価の観点との対応

中学校数学科の調査問題の構成については，次の（表１）のように内容の領域・評価

の観点との対応をまとめた。

問題作成の基本理念と具体的な観点からみて，数学科の問題としては，主として「知

識」に関する問題，及び主として「活用」に関する問題のいずれについても，「数と式」，

「図形」，「数量関係」の領域から出題した。

また，評価の観点として，主として「知識」に関する問題では，「数学的な表現・処

理」，及び「数量，図形などについての知識・理解」にかかわるものを中心に出題した。

一方，主として「活用」に関する問題では，上記２つの観点に「数学的な見方や考え方」

の観点を加えたものを主たる評価の観点とした。

なお，「数学への関心・意欲・態度」にかかわる学習状況は，質問紙調査を中心に調

べることにした。

（表１） 中学校数学科の調査問題の構成

領 域 評価の観点 調査内容（『報告書』における例示）

主 と し て 数と式 数学的な表現・処理 ・整数，小数，分数等の四則計算をすること

「 知 識 」 ・身の回りにある量の単位と測定が分かること

に 関 す る 図 形 数量，図形などにつ ・図形の性質が分かること

問題 いての知識・理解 ・数量の関係を表すこと

数量関係 ・変化の様子を調べること

・確率の意味を理解し確率を求めること など

主 と し て 数と式 数学的な見方や考 ・物事を数・量・図形などに着目して観察し的確にと

「 活 用 」 え方 らえること

に 関 す る 図 形 ・与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切

問題 数学的な表現・処理 に選択したりすること

数量関係 ・筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること

数量，図形などにつ ・事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表

いての知識・理解 現したりすること など

(2) 主として「知識」に関する問題の枠組み

主として「知識」に関する問題は，『報告書』で例示のある観点をもとに作成した。

したがって，「数と式」，「図形」，「数量関係」の各領域の内容からの出題を基本としな

がらも，網羅的に出題するのではなく，各教科などの土台となる基盤的な事項を選択し

て出題することにした。

なお，中学校数学科では，調査対象を中学校第３学年としていることから，中学校

第２学年までの学習内容を出題範囲とした。

次ページの（表２）のように，学習指導要領（平成１０年告示）の内容とその評価規

準の具体例＊ に対応するように，各領域から出題した。

＊
国立教育政策研究所教育課程研究センター

『評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料（中学校）』平成14年２月.

『評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料（小学校）』平成14年２月.
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（表２） 主として「知識」に関する問題作成の枠組み
問題番号は平成２１年度出題，○は平成１９年度出題，◇は平成２０年度出題を表す。

学 習 指 導 要 領 の 内 容 評価規準の具体例またはその項目 問題番号

小 第 【Ａ 数と計算】
学 ６ (2) 分数についての理解を一層深めると 異分母の分数の加法及び減法（真分 ◇
校 学 ともに，異分母分数の加法及び減法の 数と真分数との加法及びその逆の減

年 意味について理解し，それらを適切に 法）の計算ができ，それを用いるこ
用いることができるようにする。 とができる。

【Ａ 数と計算】
(3) 分数の乗法及び除法の意味について 帯分数を含まない分数の乗法及び除 ○
理解し，それらを適切に用いることが 法の計算ができ，それを用いること
できるようにする。 ができる。

【Ｂ 量と測定】
(3) 異種の二つの量の割合としてとらえ 速さや人口密度などの比べ方や表し ○
られる数量について，その比べ方や表 方について理解している。
し方を理解し，それを用いることがで
きるようにする。

【Ｄ 数量関係】
(1) 簡単な場合について，比の意味を理 簡単な場合について，二つの数量の □１(1)

解できるようにする。 関係を表す比の意味や表し方を理解
している。

【Ｄ 数量関係】
(3) 平均の意味について理解し，それを 平均の意味について理解している。 ○
用いることができるようにする。

Ａ 第 (1) 正の数と負の数について具体的な場 正の数・負の数の必要性やよさ ○◇
１ 面での活動を通して理解し，その四則

数 学 計算ができるようにする。 正の数・負の数の計算 □１(2)(3) ○◇
と 年
式 (2) 文字を用いて関係や法則を式に表現 文字を用いて考えることの必要性や □２(2)

したり式の意味をよみとったりする能 よさ
力を養うとともに，文字を用いた式の
計算ができるようにする。 文字を用いた式の計算 ◇

(3) 方程式について理解し，一元一次方 一元一次方程式及びその解の意味
程式を用いることができるようにす
る。 等式の性質と一元一次方程式の解き方 □３(1)(2) ○◇

一元一次方程式の利用 □３(3) ◇

第 (1) 事象の中に数量の関係を見いだし， 整式の加法・減法，単項式の乗法・除 □２(1) ○
２ それを文字を用いて式に表現し活用す 法
学 る能力を伸ばすとともに，文字を用い
年 た式の四則計算ができるようにする。 文字式の利用 □２(3) ○◇

目的に応じた式の変形 □２(4) ○◇

(2) 連立二元一次方程式について理解 連立二元一次方程式とその解の意味 ◇
し，それを用いることができるように
する。 連立二元一次方程式の解き方 □３(4) ○◇

連立二元一次方程式の利用 ○

Ｂ 第 (1) 基本的な図形を見通しをもって作図 平面図形の対称性 □４(1) ○◇
１ する能力を伸ばすとともに，平面図形

図 学 についての理解を深める。 基本的な作図 □４(2) ○◇
形 年

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考 空間における直線や平面の位置関係 □５(1) ○◇
察し，空間図形についての理解を深め
る。また，図形の計量についての能力 空間図形の平面図形の運動による構成 □５(2) ○
を伸ばす。

空間図形の平面上での表現 □５(3) ○

基本的な図形の計量 □５(4) ○◇
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学 習 指 導 要 領 の 内 容 評価規準の具体例またはその項目 問題番号

Ｂ 第 (1) 観察，操作や実験を通して，基本的 平行線と角 □６(1) ○◇
２ な平面図形の性質を見いだし，平行線

図 学 の性質を基にしてそれらを確かめるこ 多角形の角 □６(2) ◇
形 年 とができるようにする。

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件 証明の意義と方法 □８ ○◇
などを基にして確かめ，論理的に考察
する能力を養う。 三角形の合同条件 □７(1) ○◇

三角形や四角形の性質 □７(2) ○◇

円周角と中心角 ○◇

Ｃ 第 (1) 具体的な事象の中にある二つの数量 比例，反比例の関係 □10 (1) ○◇
１ の変化や対応を調べることを通して，

数 学 比例，反比例の関係を見いだし表現し 比例，反比例の特徴 □９ (1)(2) ○◇
量 年 考察する能力を伸ばす。 (3)
関 □10 (2)
係

比例，反比例の見方や考え方の活用

第 (1) 具体的な事象の中から二つの数量を 一次関数の関係 □11 (2) ○
２ 取り出し，それらの変化や対応を調べ
学 ることを通して，一次関数について理 一次関数の特徴 □11 (1) ○◇
年 解するとともに,関数関係を見いだし

表現し考察する能力を養う。 一次関数の利用 □11 (3) ○◇

方程式とグラフ □12 ○◇

(2) 具体的な事象についての観察や実験 場合の数 ○◇
を通して，確率について理解する。

確率の意味と簡単な場合について確 □13 (1)(2) ○◇
率を求めること

(3) 主として「活用」に関する問題の枠組み

主として「活用」に関する問題は，『報告書』で例示された４つの観点など（（表１）

の「調査内容」参照）をもとに作成した。作成に当たっては，中学校数学科の指導のね

らいからみて，どのような場面で，どのような数学的な知識・技能などが用いられるか，

また，それぞれの場面で生徒のどのような力を評価しようとするかを明確にした。

そのために，主として「活用」に関する問題の枠組みでは，

①当該の数学的な知識・技能などが活用される文脈や状況

②活用される数学科の領域・内容

③用いられる数学的なプロセス

の３つの視点から次ページの（表３）のように整理することにした。

そして，（表３）の「数学的なプロセス」であるα，β，γを出題の趣旨として問題

の作成に当たった。主として「活用」に関する問題の平成１９年度から平成２１年度まで

の出題の趣旨（数学的なプロセス）と出題問題との対応は，(表４）のようである。
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（表３） 主として「活用」に関する問題作成の枠組み

文脈や 主たる評 数学科
活用する力 数 学 的 な プ ロ セ ス

状況 価の観点 の内容

α： α1：日常的な事象を数学化すること

知識・技能など α1(1)ものごとを数・量・図形などに着目して観察すること

を実生活の様々 数学的な α1(2)ものごとの特徴を的確にとらえること

な場面で活用す 見方や考 α1(3)理想化・単純化すること

る力 実生活や え方 数と式 α2：情報を活用すること

身の回り α2(1)与えられた情報を分類整理すること

の事象で α2(2)必要な情報を適切に選択し判断すること

の考察 α3：数学的に解釈することや表現すること

α3(1)数学的な結果を事象に即して解釈すること

数学的な α3(2)解決の結果を数学的に表現すること

表現・処 図 形

β： 他教科な 理 β1：課題解決のための構想を立て実践すること

様々な課題解決 どの学習 β1(1)筋道を立てて考えること

のための構想を β1(2)立式や証明（説明）の方針を立てること

立て実践し評価・ β1(3)方針にもとづいて証明（説明）すること

改善する力 β2：結果を評価し改善すること

算数・数 数量，図 数量 β2(1)結果を振り返って考えること

学の世界 形などに 関係 β2(2)結果を改善すること

での考察 ついての β2(3)発展的に考えること

知識・理

γ： 解 γ1：他の事象との関係をとらえること

上記α，βの両方 γ2：複数の事象を統合すること

にかかわる力 γ3：多面的にものを見ること

（表４） 主として「活用」に関する問題と数学的なプロセス

[ ]内は出題年度，□内は問題番号を表す。

数 学 科 の 領 域
数 学 的 な プ ロ セ ス

数 と 式 図 形 数 量 関 係

α１ 日常的な事象を数学化する [Ｈ21]□１紋切り遊び [Ｈ19]□５水温の変化

こと [Ｈ20]□５富士山の気温

α２ 情報を活用すること [Ｈ19]□３サッカー大会 [Ｈ21]□３電球形蛍光灯のよさ

□５賞品当てゲーム

[Ｈ19]□１セットメニュー

[Ｈ20]□５富士山の気温

α３ 数学的に解釈することや表 [Ｈ19]□１セットメニュー [Ｈ21]□１紋切り遊び [Ｈ21]□３電球形蛍光灯のよさ

現すること [Ｈ19]□６図書館への往復

[Ｈ20]□１身長の推定

□５富士山の気温

β１ 課題解決のための構想を立 [Ｈ21]□２３段目の数 [Ｈ21]□４中点で交わる [Ｈ21]□５賞品当てゲーム

て実践すること [Ｈ19]□３サッカー大会 ２つの線分

[Ｈ20]□４重なりのある

２つの三角形

β２ 結果を評価し改善すること [Ｈ21]□２３段目の数 [Ｈ21]□４中点で交わる

[Ｈ19]□２連続する自然数の和 ２つの線分

[Ｈ19]□３サッカー大会 [Ｈ19]□４垂直二等分線

[Ｈ20]□２位を入れかえた数 の性質の証明

γ２ 複数の事象を統合すること [Ｈ20]□３ベニヤ板と釘
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(4) 問題形式

今回の調査では，以下のような問題形式で出題した。

○選択式 ……複数の選択肢から正しいものを選択する。

○短答式 ……数値や用語など主として単語で答える。

○記述式 ……事柄について文などで説明する。

なお，『報告書』では「記述式の問題を一定割合で導入する。」とされていることから，

問題の位置付けを明確にするために，記述式の問題のタイプを次の(5)のように整理し

た。

(5) 記述式の問題

①記述式の問題の位置付け

『報告書』では「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的な

事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学習改善・学習意

欲の向上などに役立つとの視点が重要である。」との指摘がある。この意味で，特に記

述式の問題の出題において評価する記述内容は，今後の数学科の指導で求められる方向

を示すものにつながる。つまり，個々の記述式の問題について，どのような記述内容を

求めるかは，その問題ごとにある種の「あるべき姿」を示すことになる。

②記述式の問題のタイプ

今回の調査では，記述式の問題として，次の(a)～(c)の３つのタイプを考えた。

(a) 見いだした事柄や事実を説明する問題

……「紋切り遊び・□１ (2)」

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題

……「電球形蛍光灯のよさ・□３ (2)」

(c) 事柄が成り立つ理由を説明する問題

（c-1）明示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式

……「３段目の数・□２ (2)」

「中点で交わる２つの線分・□４ (1)」

「賞品当てゲーム・□５ (2)」

（c-2）説明すべき事柄を判断し，その根拠を記述する形式

……平成２１年度の出題はなし

これらの問題のタイプについて，問題で求める記述内容とそれに対応して構成される

解答類型を，次のように整理した。

(a) 見いだした事柄や事実を説明する問題

数学科の学習指導では，数量や図形などの考察対象について，あるいは問題場面につ

いて，成り立つ数学的な事実を見いだし，見いだした事柄を証明したり，その反例をあ

げたりすることによって検証する活動が行われる。この活動の中では，見いだした事柄

を的確にとらえ直し，数学的に正しく表現することが大切である。そこで，記述式の問

題のタイプとして「見いだした事柄や事実を説明する問題」を出題し，このような場面

での数学的な表現力をみることにした。
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一般に，ある事柄を数学的に説明する場合，前提あるいは根拠とそれによって説明さ

れる結論の両方を含む命題の形で記述することが求められる。したがって，「見いだし

た事柄や事実を説明する問題」では，前提あるいは根拠となる事実の指摘と，その事実

によって説明される結論の両方を解答として求めることになる。今回の調査では，説明

すべき対象を複数の選択肢から選択して，その性質を記述する形式で出題し，適切な選

択肢の選択とその性質の記述を解答として求めた。

例えば，「紋切り遊び・□１ (2)」の問題（p.６４）では，正しい選択肢「ア」を選択し

た上で，「『紋切り遊び』でできる模様だけにみられる図形の性質は，対称軸をもつこと

である。」のように主部と述部を明示することを求めた。

この事柄や事実を説明する問題においては，前提あるいは根拠となる事実（主部）と

それによって説明される結論（述部）を，正答の条件として解答類型を作成した。

このように，見いだした事柄や事実を説明する内容としては，数や図形の性質・特徴

や，問題場面における要素間の関係などが考えられる。

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題

数学を活用する場面で，問題を解決する方法や手順を的確に説明できるようにするこ

とは大切である。また，主として「活用」に関する問題作成の基本理念に，様々な課題

解決のための構想を立て実践し評価・改善する力をみることがあげられている。このこ

とから，事象を数学的に解釈する場面でのアプローチの仕方や手順の説明を求める問題

によって，構想を立てたり，それを評価・改善したりする力をみることにした。

一般に，事柄を調べる方法や手順を説明する場合，問題にアプローチする方法を考え

る上で，何を用いるのか（例えば，グラフ，表，式などの用いるもの），さらにそれを

どう用いるのか（例えば，との関係式にある値を代入して求めることや，２点を結

ぶ直線からグラフ上のの値に対応するの値を求めるなどの用い方）の２つの事項に

ついての記述（「○○を用いて，△△をする。」の形式での解答）を解答として求めた。

例えば，「電球形蛍光灯のよさ・□３ (3)」の問題（p.７２）では，「蛍光灯と白熱電球に

ついて，使用時間と総費用の関係を直線のグラフに表して（用いるもの），その交点の

座標から，使用時間の値をよむ（その用い方）。」という形の解答を求めた。また，解答

類型の作成においても，「用いるもの（○○）」とその「用い方（△△）」を視点として

解答を分類した。

この方法の説明を求める問題においては，「用いるもの」とその「用い方」を一般的

に述べて説明する解答と，その方法の利用によって具体的に解を求める過程を示す解答

の両方を想定して解答類型を作成した。

なお，いずれの場合にも，方法の説明が的確に行われる一方で，それを具体的に適用

する過程で式とその計算やグラフ・表での解答に数値等の誤りがある場合も想定され

る。しかし，このタイプの問題は，様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改

善する力を評価することにも対応するので，そのような正誤にはよらず，方法の説明が

なされているかどうかに焦点を当てて評価することにした。

(c) 事柄が成り立つ理由を説明する問題

数学を活用する場面で，ある事柄が成り立つ根拠を説明できるようにすることが大切

である。主として「活用」に関する問題の調査内容には，筋道を立てて考えたり，振り

返って考えたりすることが例示されている。このことから，説明すべき事柄についてそ
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の根拠を示して理由を説明する問題を出題し，論理的な思考力や表現力をみることにし

た。

ある事柄が成り立つ理由の説明を求める問題では，説明対象となる事柄の根拠を示す

こと，その根拠にもとづいて事柄が成り立つことを指摘することの両方を求めた。すな

わち，「○○であるから，△△である。」の形で表現される前半部分と後半部分の両方の

記述を解答として求めた。

理由の説明を求める問題においては，説明すべき事柄を明示し，その根拠を記述させ

る形式と，複数の選択肢から１つを選択させてから，その選択の理由を問い生徒の判断

と根拠の説明をさせる形式が考えられる。今回の調査では，前者の形式，すなわち，明

示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式で出題し，説明すべき事柄と根拠の両方

の記述を解答として求めた。

例えば，「３段目の数・□２ (2)」の問題（p.６８）では，連続する自然数から規則にし

たがってつくられた数について，計算結果である４（＋１）について，「＋１は自然

数だから，４（＋１）は４の倍数である。」のように根拠と説明すべき事柄を明示する

ことを求めた。
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Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説

Ａ 主として｢知識｣に関する問題
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１ 比の意味・正の数と負の数とその計算

１ 出題の趣旨

比の意味を理解しているかどうかをみる。

指数を含む正の数と負の数の計算で，指数の計算の仕方を理解しているかどうかをみ

る。

（ ）を含む正の数と負の数の計算ができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，比の意味を理解しているかどうかをみるものである。ここでは，

等しい比の意味を理解していることが求められる。

比の意味を理解することは，相似の学習や日常生活で比が用いられる事象な

どを考察する際に必要である。
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設問(2) この問題は，指数を含む正の数と負の数の計算で，指数の計算の仕方を理解

しているかどうかをみるものである。ここでは，－a２＝－( a × a )と計算す

ることを理解していることが求められる。

この内容は，文字式を計算したり，二次方程式の解を吟味したり，二次関数

の式に数を代入したりする際に必要である。

なお，平成１９年度全国学力・学習状況調査（以下「平成１９年度調査」と

いう。）では，（－a）２ の形の指数を含む正の数と負の数の計算ができるかどう

かをみる問題を出題した。また，平成２０年度全国学力・学習状況調査（以下

「平成２０年度調査」という。）では，－ a ２ の形の指数を含む正の数と負の数

の計算ができるかどうかをみる問題を出題した。

設問(3) この問題は，（ ）を含む正の数と負の数の計算ができるかどうかをみる

ものである。ここでは，数を正の数と負の数にまで拡張した場合も，（ ）

を用いた式について理解し，計算できることが求められる。

この内容は，中学校数学科の学習全般において必要である。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 小学校第６学年 Ｄ 数量関係

(1) 簡単な場合について，比の意味を理解できるようにする。

設問(2)・設問(3)

第１学年 Ａ 数と式

(1) 正の数と負の数について具体的な場面での活動を通して理解し，その

四則計算ができるようにする。

イ 正の数と負の数の四則計算の意味を理解し，簡単な計算ができるこ

と。

■評価の観点

設問(1) 数量や図形についての知識・理解（小学校）

設問(2) 数量，図形などについての知識・理解

設問(3) 数学的な表現・処理

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ３

■解説 １５：９の１５と９をそれぞれ同じ数でわってできる比は，すべて

等しくなる。１５÷３＝５，９÷３＝３だから，１５：９＝５：３で，

に当てはまる数は３になる。
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設問(2) ■正答 イ

■解説 (－３２)＝－(３×３) であることから，イになる。

[誤答例] ア……（－３２）を（－３)×(－３) と考えている。

設問(3) ■正答 －６

■解説 ２×(５－８)＝２×(－３)

＝－６

４ 学習指導に当たって

２つの数量を共通な基準を用いて比較することにより，等しい比の意味を理解するこ

とが大切である。また，数の範囲を正の数と負の数にまで拡張した場面で，計算の意味や

計算の方法を理解することも大切である。

① 比の意味を理解し，２つの数量を簡単な比に表すことができるようにする

２つの数量を共通な基準を用いて比較することにより，等しい比の意味を理解するこ

とが大切である。そのために，比に使われている２つの数に同じ数をかけたり同じ数で

わったりしても，その比は変わらないことを理解することが必要である。

指導に当たっては，等しい比を求めるだけでなく，具体的な日常生活の場面の中で表

された比を簡単に表すことができるようにすることが大切である。

② 指数の意味や計算の順序を理解し，確実に計算できるようにする

指数を含む正の数と負の数の計算では，乗法の記号×を用いて表すなどして計算の

仕方を確認することが大切である。また，（ ）を含む計算では，計算の順序を理解

することが大切である。

指導に当たっては，例えば，（－３２）と（－３)２ では，（－３２）は －（３×３）と計

算し，（－３)２ は （－３)×(－３）と計算するなど，計算の仕方が異なることを理解

できるようにすることが必要である。また，２×(５－８）のような（ ）を含む四

則の混じった式では，（ ）の中を先に計算したり，分配法則を用いたりするなど，

計算の順序を理解できるようにすることが大切である。さらに，次のような誤りのある

計算例を取り上げて，その誤りを計算のきまりにもとづいて指摘し合い，計算方法を確

認するなど，計算の順序を理解し，確実に計算できるようにすることが大切である。

＜誤りのある計算例＞

２×（－３２）＝２×（－３)×(－３）

２×（－３)２ ＝２×（－３)×２
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（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H19Ａ１(3) ２×（－３)２を計算する 88.7％

設問(2)

H20Ａ１(3) ２×（－３２）を計算する 71.9％

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(1) 平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査（小学校６学年） 90.6％
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２ 文字式の計算とその利用

１ 出題の趣旨

単項式どうしの乗法の計算ができるかどうかをみる。

文字式の値について考察できるかどうかをみる。

文字式の意味をよみとることができるかどうかをみる。

具体的な場面で，等式を目的に応じて変形できるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，単項式どうしの乗法の計算ができるかどうかをみるものである。

単項式の乗法・除法の計算は，式を展開する際に必要である。

設問(2) この問題は，文字の値が負の整数のときに，文字式の値について考察するこ

とができるかどうかをみるものである。

文字に数を代入して式の値の大小を判断したり，文字の値が負の整数である

ことを意識して式の値をとらえたりすることは，変数としての文字の理解を深

めたり，関数を利用して事象を考察したりする際に必要である。
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設問(3) この問題は，具体的な場面に照らして，文字式の意味をよみとることができ

るかどうかをみるものである。

数量やその関係・法則を文字式で表現したり，文字式の意味をよみとったり

することは，文字の役割を理解し，そのよさを感得したり，様々な問題解決の

場面で文字式を利用したりする際に必要である。

設問(4) この問題は，具体的な場面で関係を表す式を，等式の性質を用いて，目的に

応じて変形できるかどうかをみるものである。

等式の変形は，具体的な場面を視点を変えて考察する際や，方程式を解いた

り，一次関数の式を変形したりする際に必要である。

なお，平成１９年度調査，及び平成２０年度調査では，関係を表す式を，等

式の性質を用いて目的に応じて変形できるかどうかをみる問題を出題した。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第２学年 Ａ 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算ができるこ

と。

設問(2) 第１学年 Ａ 数と式

(2) 文字を用いて関係や法則を式に表現したり式の意味をよみとったりす

る能力を養うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。

設問(3) 第２学年 Ａ 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

イ 数量及び数量の関係をとらえるために文字式を利用できることを理

解すること。

設問(4) 第２学年 Ａ 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形できること。

■評価の観点

設問(1)・設問(4)

数学的な表現・処理

設問(2)・設問(3)

数量，図形などについての知識・理解
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３ 正答と解説
設問(1) ■正答 －１２２

■解説 ３×(－４) ＝３×(－４)×××

＝－１２２

設問(2) ■正答 ウ

■解説 ① は負の整数なので，例えば，＝－１を代入すると，アは２，

イは－３，ウは４，エは－３になる。したがって，最も大きな数に

なる式はウになる。

② 正の整数に負の整数をかけたり，正の整数を負の整数でわると，

いつも負の数になる。そのため，イとエはいつも負の数になる。

また，負の数をひくことは絶対値が等しい正の数を加えること

と同じなので，ウはいつも３より大きくなる。負の数を加えるこ

とは絶対値が等しい正の数をひくことと同じなので，アはいつも

３より小さくなる。これらのことから，最も大きな数になる式は

ウになる。

設問(3) ■正答 ウ

■解説 連続する３つの自然数では，最も小さい自然数より１大きいものが

中央の自然数である。また，最も小さい自然数より２大きいものが最

も大きい自然数である。したがって，文字が表すものは最も小さい

自然数であるので，ウになる。

２S
設問(4) ■正答 (a＝) h

■解説 １S ＝ ah
２

両辺に２をかけると， ２S ＝ ah

２S
両辺を h でわると， ＝ ah

２Sa＝ h

[誤答例] ２S － h ……２S ＝ ah と変形した後で，左辺から h をひき，右辺を

h でわっている。
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４ 学習指導に当たって
文字式の学習では，いくつかの文字を含む式の計算ができることが大切である。さらに，

事象における数量の関係を見いだし，それを式に表現したり，式の意味をよみとったり，

目的に応じて等式を変形したりすることなどの学習を通して，文字式を利用することのよ

さを感得することも大切である。

① 文字式の計算技能を確かなものにする

単項式どうしの乗法では，正の数と負の数の乗法や文字の累乗の計算の表し方を踏ま

えて正確に計算することが大切である。

指導に当たっては，計算過程を振り返り，文字式の計算がどのようなきまりをもとに

なされているかを理解できるようにすることが考えられる。

② 文字式の値について考察できるようにする

いろいろな数を文字に代入して式の値を調べることは，文字を変数としてとらえたり，

文字式の意味を理解したりするために大切である。さらに，そのことは，方程式の解を

吟味したり，関数を利用して事象を考察したりするための素地としても大切である。

指導に当たっては，単に式の値を求める計算をするだけでなく，文字のとり得る値の

範囲を意識しながら，いろいろな数を代入し，その式の値の変化を調べる場面を設定す

ることが考えられる。また，設問(2)のように，演算が異なる式に共通な数を代入して

式の値を比べる場面を設定することも考えられる。

③ 数量の関係を文字式で表したり，文字式をよんだりすることができるようにする

数量の関係を文字式で表したり，文字式で表された事柄や関係をよんだりすることが

大切である。

指導に当たっては，具体的な数や言葉を使った式を利用して数量の関係をとらえ，文

字式で表したり，その意味を解釈したりする場面を設定することが考えられる。例えば，

連続する３つの自然数の和を「１＋２＋３＝１＋（１＋１）＋（１＋２）」とみたり，

自然数に対して, ＋１や＋２はいつもよりも大きい自然数を表すとみたりし

て，式 ＋(＋１)＋(＋２) の意味を解釈できるようにすることが考えられる。

④ 目的を明確にして等式を変形することができるようにする

２つ以上の文字を含む等式の変形では，式変形の目的を明確にするとともに，ある文

字について解くことの意味を理解し，等式の性質などの根拠にもとづいて正しく変形す

ることが大切である。

指導に当たっては，具体的な場面で目的に応じて式を変形することの意味や，変形し

て得られた式を利用することのよさを感得できるようにすることが大切である。例えば，

二等辺三角形の内角の和に関する式２＋＝１８０(を底角の大きさ，を頂角の大き

１８０－
さとする。)を，底角の大きさを求めるために，について解いた式  ＝

２
に変形できるようにすることなどが考えられる。
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（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H19Ａ２(4) ２＋３＝９をについて解く 57.1％

設問(4)

H20Ａ２(4) ＋２＝６をについて解く 55.0％

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(1) 平成13年度小中学校教育課程実施状況調査（２学年） 84.2％

設問(2) 国際数学・理科教育動向調査〔TIMSS2003〕(２学年) 68.2％
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３ 方程式の解き方とその利用

１ 出題の趣旨

等式の性質と移項の関係を理解しているかどうかをみる。

一元一次方程式や連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。

一元一次方程式をつくって問題を解決するために，数量の関係をとらえ，２通りに表

せる数量に着目できるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，方程式を解くに当たって，等式の性質と移項の関係を理解し

ているかどうかをみるものである。

移項の意味を理解することは，関係を表す式の変形や，方程式を解く際に必

要である。

なお，平成１９年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。
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設問(2) この問題は，係数に分数を含む一元一次方程式を解くことができるかどうか

をみるものである。

係数に分数を含む一元一次方程式を等式の性質にもとづいて解くことは，連

立二元一次方程式や二次方程式などを解く際に必要である。

設問(3) この問題は，一元一次方程式をつくって問題を解決するために，数量の関係

をとらえ，２通りに表せる数量に着目できるかどうかをみるものである。

このことは，方程式を利用して問題を解決する過程の中で，問題場面に即し

た方程式をつくるために必要である。

本問題では，平成２０年度調査３(2)で出題した問題場面と同じ場面を取り

上げ，立式する際に２通りに表せる数量に着目できるかどうかをみることを意

図している。

設問(4) この問題は，簡単な連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる

ものである。ここでは，文字を１つ減らして，一元一次方程式に変形し，２つ

の二元一次方程式を同時に満たす値の組を求めることになる。

連立二元一次方程式を解くことは，一次関数のグラフの交点を求めたり，

二次方程式を解いたりする際に必要である。

なお，平成１９年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)

第１学年 Ａ 数と式

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いることができるように

する。

イ 等式の性質を見いだし，方程式がそれに基づいて解けることを知る

こと。

設問(3) 第１学年 Ａ 数と式

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いることができるように

する。

ウ 簡単な一元一次方程式を解くことができ，それを利用できること。

設問(4) 第２学年 Ａ 数と式

(2) 連立二元一次方程式について理解し，それを用いることができるよう

にする。

イ 連立二元一次方程式とその解の意味を理解し，簡単な連立二元一次

方程式を解くことができ，それを利用できること。

■評価の観点

設問(1)・設問(3)

数量，図形などについての知識・理解

設問(2)・設問(4)

数学的な表現・処理
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３ 正答と解説

設問(1) ■正答 イ

■解説 ４＋７＝１５

４＋７－７＝１５－７

４＝１５－７

となり，両辺から７をひいているから，イになる。

設問(2) ■正答 （＝）－１４

３ １
■解説 ＝ －７

４ ４

３＝－２８

３－＝－２８

２＝－２８

＝－１４

７
[誤答例] － ……両辺を４倍することを誤って，３＝－７としている。

２

設問(3) ■正答 （例）折り紙の枚数

■解説 この問題で方程式をつくるためには，を使って２通りに表される

数量に着目することが必要である。よって，折り紙の枚数に着目する。

生徒の人数を人として折り紙の枚数を文字式で表すと，３枚ずつ配

ると２０枚余ることから，３＋２０となる。また，５枚ずつ配ると２枚

足りないことから，５－２となる。

設問(4) ■正答 （＝）２，（＝）１

■解説 ２－３＝１ ……①

３＋２＝８ ……②

①×２ ４－６＝２ ……①′

②×３ ９＋６＝２４ ……②′

①′＋②′ １３＝２６

＝２

①に ＝２を代入すると，＝１

したがって，＝２，＝１
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４ 学習指導に当たって

方程式をつくったり，方程式の解を求めたりすることについて，単に手続きとしてする

のではなく，その意味や根拠を明確にして，理解を深めることが大切である。

① 方程式を解く手続きの根拠を説明できるようにする

方程式を解く際に，移項などの手続きを形式的に行うだけでなく，等式の性質がその

根拠になっていることを理解することが大切である。

指導に当たっては，移項の操作を誤って解いた例を示し，移項したときに使われてい

る等式の性質を問うことで，式を変形して解くことの根拠を理解できるようにすること

が考えられる。また，連立二元一次方程式の解き方についても，等式の性質が根拠に

なっていることを理解し，一元一次方程式の解き方とのつながりを意識し，説明できる

ようにすることが大切である。

② 工夫して方程式を解くことができるようにする

方程式を解く際には，解く手続きを正確に実行できるようになるとともに，式に応じ

て操作や移項を工夫して行い，解を正しく求めることが大切である。

指導に当たっては，例えば，設問(2)のような係数に分数を含む方程式の場合，係数

が分数のまま解く方法と係数を整数にして解く方法を比べ，等式の性質を利用して方程

式を工夫して解くことのよさを実感できるようにすることが大切である。また，連立二

元一次方程式の場合，「代入法や加減法によって文字を１つ消去し，既習の一元一次方

程式に帰着できる。」という，方程式を解くときの考え方を理解できるようにすること

も大切である。

③ 方程式をつくるために，着目する数量を見いだすことができるようにする

問題解決の場面で方程式を利用する場合，問題の中にある数量の関係をとらえて，式

をつくることが必要である。そのためには，ある数量に着目して，等しい関係を意識し

て方程式をつくることを理解することが大切である。

指導に当たっては，一元一次方程式をつくる際，着目する数量を問題文の中から取り

出して，それを２通りに表せば等式ができることを意識できるようにする必要がある。

例えば，設問(3)で，生徒の人数を人とするとき，折り紙の枚数は３＋２０と

５－２の２通りに表されること，そしてそれらが等しい関係にあることを確認する場

面を設定することが考えられる。また，連立二元一次方程式をつくる場面でも，２つの

数量に着目するなど一元一次方程式の場合との違いを明確にした上で，等しい関係をと

らえて方程式をつくれるようにすることが大切である。
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（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(1) H19Ａ３(1)
一次方程式７＝５＋６を解くとき，移項の意味 61.7％
を選ぶ

設問(3) H20Ａ３(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す 60.5％

５＋７＝３
設問(4) H19Ａ３(4) 連立方程式 を解く 72.7％

２＋３＝１

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(2) 昭和41年度全国中学校学力調査（３学年） 42.2％
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４ 対称な図形・作図の利用

１ 出題の趣旨

平行四辺形は点対称な図形であるが，一般には線対称な図形ではないことを理解して

いるかどうかをみる。

作図と線分の垂直二等分線について理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，平行四辺形は点対称な図形であるが，一般には線対称な図形

ではないことを理解しているかどうかをみるものである。

平行四辺形などの図形を線対称や点対称の観点から考察することは，図形

を統合的にとらえたり，図形についての直観的な見方や考え方を深めたりす

る際に必要である。また，線対称や点対称は，形や模様などの美しさを感じ

ることができる背景にある見方である。
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設問(2) この問題は，作図と線分の垂直二等分線について理解しているかどうかを

みるものである。

角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの意味に着目して，作図の

方法について考えたり，それを利用したりすることは，図形の性質を見いだ

したり，筋道立てて説明したりする際に必要である。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

ア 線対称，点対称の意味を理解するとともに，対称性に着目して平面

図形についての直観的な見方や考え方を深めること。

設問(2) 第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

イ 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方

法を理解し，それを利用することができること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ウ

■解説 与えられた平行四辺形は，どのような直線を折り目としてもぴった

りと重なり合うように折り返すことはできないが，対角線の交点を

中心に１８０°回転させるともとの図形にぴったりと重ね合わせるこ

とができるので，ウになる。

設問(2) ■正答 ア

■解説 頂点Ｂが頂点Ｃに重なるように折ったときにできる折り目の線は，

辺ＢＣの対称軸である。これは辺ＢＣの垂直二等分線であるので，ア

になる。
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４ 学習指導に当たって

平面図形の学習では，図をかいたり紙を折ったりする活動を通して，図形の性質をとら

えることが大切である。また，目的に応じて見通しをもって作図することが大切である。

① 線対称や点対称の観点から図形を考察できるようにする

線対称や点対称の学習では，対称性に着目して考察することを通して図形の性質をと

らえることが大切である。

指導に当たっては，線対称な図形や点対称な図形をかいたり，実際に折ったり，回し

たり，重ねたりする活動を通して，線対称な図形と点対称な図形の性質を比較しながら

考察する場面を設定することが考えられる。例えば，次の図のような平行四辺形の紙は

対角線の交点を中心に１８０°回転させるとぴったりと重なるが，対角線で折ってもぴっ

たりと重ならない。このことから，平行四辺形は点対称な図形であるが，一般には線対

称な図形ではないことを確かめる場面を設定することが考えられる。

② 目的に応じて見通しをもって作図できるようにする

作図では，構成する図形を対称性に着目してとらえ直し，見通しをもって作図するこ

とが大切である。

指導に当たっては，作図する図形を実際に操作して推測し，その活動にもとづいて作

図の方法を考える場面を設定することが大切である。例えば，設問(2)のような場面で，

折り目の線や折って重なる部分について考え，図形の等しい部分を確認し，どのような

直線を作図すればよいかを判断できるようにすることが考えられる。

＜対角線の交点を中心に１８０°回転させる＞ ＜対角線で折る＞
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５ 空間図形
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１ 出題の趣旨

展開図で示された空間図形について直線や面の位置関係をとらえることができるかど

うかをみる。

平面図形の運動による空間図形の構成について理解しているかどうかをみる。

円柱の展開図において底面の円周の長さと側面の長方形の辺の長さとの関係を理解し

ているかどうかをみる。

扇形の面積がその中心角の大きさに比例することを理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨
設問(1) この問題は，展開図で示された立方体について，２つの面の位置関係（面と

面の平行）をとらえることができるかどうかをみるものである。

展開図から空間図形を構成し，直線や平面の位置関係を理解することは，空

間図形の考察や計量，実生活における空間の認識に必要である。

設問(2) この問題は，直角三角形をその斜辺以外の一辺を軸として回転させると，円錐
すい

が構成されることを理解しているかどうかをみるものである。

空間図形を回転体とみることができることは，空間図形の考察や計量に必要

である。

なお，平成１９年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

設問(3) この問題は，円柱の展開図において，底面の円周の長さと側面の長方形の辺

の長さとの関係について理解しているかどうかをみるものである。

展開図の意味を理解し，立体とその展開図について対応する要素間の関係を

よみとることは，立体の体積や表面積を求めたり，立体を平面に表して考察し

たりする際に必要である。

設問(4) この問題は，扇形の面積がその中心角の大きさに比例することを理解してい

るかどうかをみるものである。

扇形の弧の長さや面積が中心角の大きさに比例することを理解することは，

円錐の側面積を求めたり，円周角とそれに対する弧の長さとの関係を考察した

りする際に必要である。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。
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設問(2)・設問(3)

第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものとと

らえたり空間図形を平面上に表現したりすることができること。

設問(4) 第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

ウ 扇形の弧の長さと面積及び基本的な柱体，錐体の表面積と体積を求

めることができること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)・設問(4)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説
設問(1) ■正答 オ

■解説 図のように，展開図から立方体を構成すると，斜線をつけた面と

面 お は平行になるので，オになる。

お お

設問(2) ■正答 エ

■解説 直角三角形ＡＢＣを図のように辺ＡＢを軸として回転してできる立

体は，頂点がＡで，底面が辺ＢＣを半径とする円となるので，エにな

る。

Ａ Ａ

Ｂ Ｃ
Ｂ Ｃ

お
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設問(3) ■正答 ア

■解説 展開図から円柱を構成すると，側面の長方形の横の辺は底面の円周

に重なり，それらの長さは等しくなるので，アになる。

［誤答例］オ……円Ｏの周の長さと長方形ＡＢＣＤの辺ＢＣの長さとの関係を，

円の周の長さと直径との関係と混同している。

設問(4) ■正答 オ

■解説 同じ半径の扇形の面積は，その中心角の大きさに比例するので，オ

になる。

４ 学習指導に当たって
空間図形の学習では，観察，操作や実験を通して，空間図形に対する直観的な見方や考

え方を深めることが大切である。

① 展開図で示された空間図形における直線や平面の位置関係を理解できるようにする

空間図形の学習では，展開図から空間図形を構成し，直線や平面の位置関係を理解す

ることが大切である。

指導に当たっては，身の回りにあるいろいろな形をした箱を切り開いたり，再び組み

立てたりする操作を繰り返しながら，展開図と空間図形の関係を双方向に確認するよう

な活動を取り入れることが考えられる。

② 平面図形の運動によって空間図形が構成されているとみることができるようにする

空間図形の性質を調べるには，空間図形が平面図形の運動によって構成されていると

みることが大切である。

指導に当たっては，例えば，コンピュータなどを利用することによって，面や線の運

動について視覚的にとらえ，空間図形について理解できるようにすることが考えられる。

③ 見取図や展開図の特徴とその関係について理解できるようにする

円柱の展開図ではその見取図の側面に当たる部分が長方形であることや，底面の円周

と長方形の１辺の長さが等しいことなど，見取図と展開図の特徴やそれらの関係につい

て関連付けて理解することが大切である。

指導に当たっては，展開図から柱体や錐体を実際に組み立て，底面と側面の対応する

部分の関係について考察する場面を設定することが考えられる。
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④ 扇形の弧の長さや面積を円の周の長さや面積と関連付けて理解できるようにする

円や扇形の学習では，扇形を円の一部としてとらえ，弧の長さや面積がその中心角の

大きさに比例することを理解することが大切である。

指導に当たっては，円を折ったり切ったりする活動において，観察，操作や実験を通

して，円と扇形を関連付けてとらえる場面を設定することが考えられる。また，円錐の

展開図を考える活動においても，扇形の弧の長さと中心角の大きさの関係を確認する場

面を設定することが考えられる。

（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(2) Ｈ19Ａ５(2) 長方形を１回転させてできる立体を選ぶ 87.2％

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(2) 平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査（１学年） 73.5％
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６ 平面図形の角についての性質

１ 出題の趣旨

同位角の意味を理解しているかどうかをみる。

多角形の外角の性質を理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨
設問(1) この問題は，同位角の意味を理解しているかどうかをみるものである。

同位角や錯角の意味を理解することは，角の位置関係をとらえ，平行線の性

質を用いて図形の性質を考察したり，証明したりする際に必要である。

設問(2) この問題は，多角形の外角の性質を理解しているかどうかをみるものである。

多角形の内角や外角の性質を理解することは，図形の性質を考察したり，証

明したりする際に必要である。
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■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第２学年 Ｂ 図形

（1) 観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめる

ことができること。

設問(2) 第２学年 Ｂ 図形

（1) 観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角

についての性質を見いだせることを知ること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 直線 ℓとが交わってできる∠に対して，直線 m とが交わっ

てできる角のうち，同じ位置にある角は∠ d なので，エになる。

［誤答例］オ……直線 ℓ と m が平行ではないので，∠の同位角はないと考

えている。

設問(2) ■正答 ア

■解説 多角形の外角の和はいつも３６０°で一定であるので，アになる。

［誤答例］ウ……多角形では，外角の数が増えるとその和が大きくなると考え

ている。

４ 学習指導に当たって

同位角，錯角などの意味を理解し，平行線の性質，多角形の内角や外角の性質などの基

本的な性質を，図形の性質を考察する際に活用することが大切である。

① ２直線に１直線が交わってできる角について理解できるようにする

２直線に１直線が交わってできる角について，同位角や錯角の意味を理解することが

大切である。

指導に当たっては，２直線に１直線が交わってできる８つの角で，互いに同位角や錯

角の関係になっている角を見いだす活動を取り入れることが考えられる。その中で，

２直線が平行な場合について，等しくなったり，和が１８０°になったりする角の組合せ

を見いだす場面を設定することが大切である。
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② 多角形の外角の和が一定であることを理解できるようにする

多角形の外角の意味やその和の意味を理解し，それが３６０°で一定であることを理解

することが大切である。

指導に当たっては，観察，操作や実験を通して多角形の外角の和についての性質を見

いだし，それを説明する場面を設定することが大切である。例えば，四角形，七角形な

どの様々な多角形について，それぞれの外角を測ったり集めたりして，外角の和につい

ての性質を見いだし，その見いだした性質を文字や式を用いて説明する活動を取り入れ

ることが考えられる。その際，多角形の外角の和は，どの多角形でも３６０°で一定にな

ることを理解できるようにすることが必要である。

さらに，多角形の外角の和が一定であることについて，次の図のように，多角形の外

角の和を鉛筆が方向を変えた角度の合計としてとらえたり，平行線の性質を用いて外角

を１か所に集めたりなどして，その和が一定であることを確かめる活動を取り入れるこ

とで，実感を伴って理解できるようにすることも考えられる。

＜鉛筆が方向を変えた角度の合計として外角の和をとらえる＞

＜平行線の性質を用いて外角を１か所に集める＞

ba

c ab

d a ga
b f

g
d c

d
eb c

d
f

ec
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７ 三角形の合同条件・図形の性質を記号で表すこと

１ 出題の趣旨

三角形の合同条件をもとにして，２つの三角形が合同であることを判断する際に必要

な辺や角の相等関係を指摘できるかどうかをみる。

図形の性質や条件を，記号を用いて表すことができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，三角形の合同条件をもとにして，２つの三角形が合同であるこ

とを判断する際に必要な辺や角の相等関係を指摘できるかどうかをみるもので

ある。

三角形の合同条件について理解することは，様々な図形の性質を見いだし，

その証明の構想を立てたり，論理的に確かめたりする際に必要である。
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設問(2) この問題は，二等辺三角形について２つの底角が等しいことを，記号を用い

て表すことができるかどうかをみるものである。

図形についての性質や条件の言葉による表現を記号を用いて表すことや記号

で表された内容をよみとることは，様々な図形の性質を見いだし，その証明を

構想したり，構成したり，振り返ったりする際に必要である。

なお，平成２０年度調査では，平行四辺形になるための条件について同趣旨

の問題を出題した。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に

考察する能力を養う。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の

性質を論理的に確かめることができること。

設問(2) 第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に

考察する能力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の

性質を論理的に確かめることができること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2) 数学的な表現・処理

３ 正答と解説
設問(1) ■正答 (例１) ＡＣ＝ＤＦ

(例２) ∠ＡＢＣ＝∠ＤＥＦ

■解説 ＡＢ＝ＤＥ，ＢＣ＝ＥＦが分かっているので，三角形が合同となるた

めには，３辺がそれぞれ等しくなればよいのでＡＣ＝ＤＦが分かれば

よい。または，２辺とその間の角がそれぞれ等しくなればよいので，

∠ＡＢＣ＝∠ＤＥＦが分かればよい。

設問(2) ■正答 (例) ∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ

■解説 ２つの底角は∠ＡＢＣと∠ＡＣＢであり，それらが等しいという関係

にあるから，∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢになる。
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４ 学習指導に当たって
三角形の合同条件を理解し，図形の性質を考察する際に活用することが大切である。ま

た，図形の性質や関係を記号で表すことや記号で表された内容をよみとることは，様々な

図形の性質を見いだし，その証明を構想したり，構成したり，振り返ったりする際に必要

である。

① ２つの三角形の合同を証明するために必要な要素を考えることができるようにする

三角形の合同を証明するには，三角形の合同条件を理解し，２つの三角形の要素の相

等関係について与えられた条件から分かることと分からないことを明確にとらえられる

ことが大切である。

指導に当たっては，２つの三角形について相等関係が分かっている要素を確認し，三

角形の合同条件と照らし合わせ，さらにどの要素の相等が分かればよいかを考える場面

を設定することが考えられる。

② 辺や角などについての関係を，記号を用いて正しく表すことができるようにする

図形の性質の考察では，辺や角などについての関係を記号を用いて簡潔に表すことが

必要である。図形の構成要素間の関係を記号で表したり，記号で表された内容をよみ

とったりして，考察に生かすことが大切である。

指導に当たっては，図形の性質の証明において，仮定や結論を記号で表して証明を構

想したり，構成したりすることや，記号で表された事柄をよみとり，正しく説明できる

ようにすることなどが考えられる。

（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(2) H20Ａ７ 平行四辺形になるための条件を，記号を用いて表す 58.2％
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８ 証明の意義

１ 出題の趣旨

証明の意義について理解しているかどうかをみる。

この問題は，実測や操作など帰納的な方法による説明と演繹的な推論による証明の違い

に着目して，証明の意義を理解しているかどうかをみるものである。

証明の意義を理解することは，数学的な推論の意味を理解し，数や図形の性質を見いだ

したり，証明したりするために必要である。また，実生活において事柄を筋道立てて考え

たり説明したりする際にも必要である。

なお，証明の意義については，平成１９年度調査では，「証明は，命題が例外なしに成

り立つことを明らかにする方法であること」に焦点を当てた問題を出題し，平成２０年度

調査では，「証明をするためにかかれた図は，すべての代表として示されている図である

こと」に焦点を当てた問題を出題した。

44



■学習指導要領における領域・内容

第２学年 Ｂ 図形

(1) 観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質

を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめることができ

ること。

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察する能

力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

■評価の観点

数量，図形などについての知識・理解

２ 正答と解説

■正答 ウ

■解説 ①は演繹的な推論による証明であり，②は実測による帰納的な方法による説明

であるので，ウになる。

３ 学習指導に当たって

① 帰納と演繹の違いを理解し，証明の意義についての理解を深められるようにする

帰納的な方法は，図形の性質や関係を見いだしたり，個々の具体的な図形を考察した

りする方法としては大切であるが，その見いだした個々の図形の性質や関係の一般性を

保証するものではない。このような帰納的な方法の役割と限界を理解し，演繹的な推論

による証明により命題が例外なしに成り立つことを明らかにできるということの理解を

深めることが大切である。

指導に当たっては，演繹的な推論による証明だけでなく帰納的な方法も取り入れ，そ

れぞれのもつ役割を理解できるようにすることが考えられる。例えば，円周角の定理を

学習する場面で，いろいろな場合について図をかいて，１つの弧に対する円周角の大き

さが等しいことや円周角の大きさが中心角の大きさの半分になることを帰納的に予想

し，そのことを演繹的に証明する方法を考え，それぞれの場面で用いた推論の方法とそ

の違いを確認する機会を設定することなどが考えられる。

（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

Ｈ19Ａ７ 証明の意義や必要性について，正しいものを選ぶ 73.6％

Ｈ20Ａ８
証明で用いられている図が考察対象の図形の代表で

58.3％
あることについての正しい記述を選ぶ
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９ 比例定数の意味・座標・比例の表

１ 出題の趣旨

比例定数の意味を理解しているかどうかをみる。

座標平面上に点の位置を示すことができるかどうかをみる。

比例の関係を表す表の特徴を理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，比例定数の意味を理解しているかどうかをみるものである。

比例定数の意味について理解し，比例の関係を表す式から変化や対応の特徴

をとらえることは，反比例，一次関数，関数 ＝ a２ などの関数の学習に必

要である。

設問(2) この問題は，座標平面上に点の位置を示すことができるかどうかをみるもの

である。

座標平面上に点の位置を示すことは，比例や反比例，一次関数，

関数 ＝ a２ などの学習において，式からグラフをかいたり，グラフを式に

表したりする際に必要である。
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設問(3) この問題は，比例の関係を表す表の特徴を理解しているかどうかをみるもの

である。

比例の関係を表す表の特徴を理解することは，比例や反比例，一次関数，

関数 ＝ a２ などの関数の特徴を，式やグラフによる表現と関連付けて理解

する際に必要である。また，具体的な事象の数量関係を考察する際にも必要で

ある。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ア 比例，反比例の意味を理解すること。

設問(2) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

イ 座標の意味を理解すること。

設問(3) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ウ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解す

ること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 がに比例するとき，一般に a を比例定数として，＝ aまた


は， ＝ a という式で表される。これはの値が０でないとき，


の値を の値でわった商が，比例定数 a になることを表しているこ

とから，エになる。
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設問(2) ■正答

■解説 平面上にある点の位置は，一般に，交わる２本の数直線を軸として，

その点に２つの数の組を対応させることによって表現できる。本問題

では，座標が２，座標が３であることから，上のグラフのように

なる。

［誤答例］

……座標と座標の位置を混同して

いる｡

設問(3) ■正答 イ

■解説 の値が０のときに対応するの値が０であることと，の値が０

でないとき，の値をそれに対応するの値でわったときの値がい

つも一定となることから，イになる。
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４ 学習指導に当たって

比例の学習では，比例定数の意味を理解し，表，式，グラフによる表現を相互に関連付

けながら比例の意味理解を深めることが大切である。

① 比例定数の意味を理解できるようにする

小学校第６学年では，比例の意味を理解し，簡単な場合について表やグラフなどを用

いて，その特徴を調べることを学習している。中学校では，変数とその変域を明確に意


識し，表から変数，の関係を見いだし，その関係を＝aまたは ＝ a という式

に表すことや，これらの式における比例定数 a の意味を理解することが大切である。

指導に当たっては，比例する２つの数量の関係を次のような表で表し，の値が０や

負の数の場合も含め，と の対応関係をとらえる活動を取り入れることが考えられ

る。また，の値が整数ではないときや，１００や１０００などの大きい数のときにも，比

例定数を利用することで対応するの値を簡単に求めることができるなど，比例定数の

よさを感得できるようにすることが大切である。

 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …

 … －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ …

② 座標平面上に点の位置を示すことができるようにする

平面上にある点の位置は，一般に，交わる２本の数直線を軸として，その点に２つの

数の組を対応させることによって表現できることを理解することが大切である。

指導に当たっては，地図や座席表などの身近なものと関連付けながら座標の意味を理

解できるようにすることが考えられる。その際，（２，３）と（３，２）を表す点を座標

平面上にとり，それらを対比することなどを通して，座標と座標の数が入れかわ

ると，異なる位置を表すことを確認する場面を設定することが考えられる。

③ 比例と比例でないものとの比較を通して比例の性質の理解を深められるようにする

伴って変わる２つの数量が比例かどうかを表から判断するためには，の値が０の

とき対応する の値は０になること，の値が０でないとき の値を対応するの値

でわった商が一定になること，また，の値を２倍，３倍，…… にすると，それに対応

するの値は２倍，３倍，…… になるなどの比例の性質を，表からよみとることが大

切である。

指導に当たっては，例えば，設問(3)で，比例の表と反比例や一次関数などの表とを，

の値が０のときのの値，との対応関係，が変化したときの の変化の様子

などの観点から比較することによって，比例の性質の理解を確かなものにする場面を設

定することが考えられる。

×３ ×３ ×３ ×３ ×３×３×３
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10 反比例の意味と式

１ 出題の趣旨

具体的な事象で，２つの数量の関係が反比例の関係になることを理解しているかど

うかをみる。

反比例の表から，との関係を式で表すことができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，具体的な事象における２つの数量の関係が，反比例の関係にな

ることを理解しているかどうかをみるものである。具体的な事象における

２つの数量の関係が反比例の関係になるものを見いだすには，取り出した

２つの数量の関係がどのような式で表されるかなどを考える必要がある。

これは，一次関数，関数＝ a２などの学習において必要である。また，

関数関係を用いて具体的な事象や場面を考察したり，予測したりする際にも

必要である。
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設問(2) この問題は，反比例の表から，変化や対応の特徴をとらえとの関係を
a

＝ の式で表すことができるかどうかをみるものである。

表から式を求めることは，具体的な事象を数学的に考察し，処理する際に必

要である。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ア 比例，反比例の意味を理解すること。

設問(2) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ウ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解す

ること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2) 数学的な表現・処理

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ア

a
■解説 がに反比例する関係は，＝ の式で表される。「面積が

６０ｃｍ２の長方形で，縦の長さが ｃｍのときの横の長さ ｃｍ」を
６０

式に表すと＝ となることから，アになる。


６
設問(2) ■正答 （＝）

a
■解説 がに反比例する関係は，＝ の式で表される。表の中の



の値とそれに対応するの値を式に代入すると a ＝６になるので，

６
＝ になる。
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４ 学習指導に当たって

反比例の学習では，具体的な事象における２つの数量の変化や対応について，表，式，

グラフによる表現を相互に関連付けながら調べるなどして，その理解を深めることが大切

である。

① 具体的な事象において反比例の関係を見いだし，式に表すことができるようにする

具体的な事象における２つの数量の関係が反比例であることを見いだして式に表すこ

とは，反比例の関係を理解するとともに，関数関係を見いだして表現し，それを考察す

る上で大切である。
a

指導に当たっては，反比例の式が ＝ で表されることを理解できるようにした上


で，具体的な事象から２つの数量とを取り出し，それらの変化や対応を調べること

a
を通して，２つの数量の関係が＝ の式で表されるかどうかを検討する場面を設定


することが考えられる。

② 反比例の特徴を用いて，表から式をつくることができるようにする

反比例の学習では，表，式，グラフによる表現を相互に関連付けて，伴って変わる

２つの数量の変化や対応を観察し，その特徴を見いだすことが大切である。

指導に当たっては，例えば，設問(2)で，反比例では，対応するとの値の積が一定

になることや，その値が比例定数と等しくなることを，表と式を関連付けて理解できる

a
ようにすることが考えられる。その際，対応するとの値を式 ＝ に代入し，比



例定数を求めることができるようにすることも大切である。
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11 一次関数のグラフと式

１ 出題の趣旨

一次関数のグラフについて理解しているかどうかをみる。

具体的な事象における一次関数の関係を式に表すことができるかどうかをみる。

条件をもとに一次関数の式を求めることができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，傾き及び切片の値とグラフとの対応から一次関数のグラフの特

徴を理解しているかどうかをみるものである。

一次関数のグラフの特徴を理解することは，比例のグラフの特徴をとらえ直

したり，関数 ＝a２ のグラフについて学習したりする際に必要である。

なお，平成１９年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

設問(2) この問題は，具体的な事象から変化や対応の特徴をとらえ，との関係を

＝ a＋ b の式で表すことができるかどうかをみるものである。

具体的な事象における関数関係を見いだし式に表すことは，事象を数学的に

考察し処理する際に必要である。
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設問(3) この問題は，一次関数における変化の割合や対応するとの値の組をも

とに，との関係を表す式を求めることができるかどうかをみるものである。

このことは，事象を数学的に考察し処理する際に必要である。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(3)

第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を

調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を

見いだし表現し考察する能力を養う。

イ 一次関数のとる値の変化の割合とグラフの特徴を理解するととも

に，一次関数を利用できること。

設問(2) 第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を

調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を

見いだし表現し考察する能力を養う。

ア 事象の中には一次関数を用いてとらえられるものがあることを知る

こと。

■評価の観点

設問(1)・設問(3)

数量，図形などについての知識・理解

設問(2) 数学的な表現・処理

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ウ

■解説 傾きが－３であることから直線は右下がりになり，グラフの切片が

２であることから直線と軸との交点の 座標は正である。した

がって，ウになる。

設問(2) ■正答 (＝)３＋５

■解説 「毎分３ℓの割合」は，１分ごとに水の量が３ℓずつ増えることを

表しているので，変化の割合は３である。また，「水が５ℓ入ってい

る」ことから＝０のとき＝５である。したがって，＝３＋５

になる。
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設問(3) ■正答 オ

■解説 メモより，求める式は一次関数であるから，＝ a＋ b の式で表

すことができる。変化の割合は－３である。また，表より＝１のと

き＝－２であることから，b ＝１である。したがって，一次関数の

式は＝－３＋１ になるので，オになる。

４ 学習指導に当たって

一次関数の学習では，具体的な事象における２つの数量の変化や対応について，表，式，

グラフを相互に関連付けながら調べ，一次関数についての理解を深めることが大切である。

① 一次関数のグラフの傾きと切片の意味を理解できるようにする

一次関数のグラフの傾きと切片の意味を，グラフの形状と関連付けて理解することが

大切である。特に，グラフの傾きはグラフ上の２点間の水平方向の増加量と垂直方向の

増加量の割合によって表されることや，傾きの値が水平方向に１増加したときの垂直方

向の増加量を表していることを理解することが大切である。

指導に当たっては，例えば，＝ a＋２で a の値を様々に変えたときのグラフを比

較し a の値によってグラフの傾き具合が決まることや，a の値を２，１，０，－１……

と１ずつ小さくしていき，a の値が負の数のときグラフが右下がりになることを理解で

きるようにすることが考えられる。また，切片についても，切片の値がグラフと軸

との交点の座標を表していることや，切片の値の変化に伴ってグラフが上下に平行

移動することを理解できるようにすることも考えられる。以上のような活動を通して，

傾きと切片が決まれば一次関数のグラフが決まることを理解できるようにすることが大

切である。

② 具体的な事象における２つの数量の関係を式に表すことができるようにする

具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通

して，２つの数量の関係を式に表すことができることが大切である。

指導に当たっては，問題場面を図に表したり，数量の関係を表に表し，変化や対応の

様子を調べたりするなど，図や表を利用して数量の関係を調べる活動を取り入れる場面

を設定することが考えられる。例えば，設問(2)で，１分ごとの水そうの水の量を次の

ような表に表し，その変化の様子を調べる場面を設定することが考えられる。

 ０ １ ２ ３ ４ ５ …

 ５ ８ １１ １４ １７ ２０ …

１

３

１

３

１

３

１

３

１

３
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③ 一次関数の式の意味を表と関連付けて理解できるようにする

一次関数の式を求めるためには，＝ a ＋ b の a と b を求めればよいことを明ら

かにし，それらと表とを関連付けることが大切である。例えば，表の中で，が１増加

したときのの増加量が a を表していることや，＝０のときのの値が b であること

を理解することが大切である。

指導に当たっては，一次関数の表から変化の割合をよみとったり，逆に，変化の割合

をもとにして表に示されていない値を求めたりするなど，双方向の活動を取り入れ，表

と式とを関連付けて考察する場面を設定することが考えられる。

（参考）平成19・20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(1) H19Ａ11(2) 一次関数のグラフを選ぶ 60.4％

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(3) 平成13年度小中学校教育課程実施状況調査（２学年） 55.5％
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12 二元一次方程式のグラフ

１ 出題の趣旨

二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，直線として表されることを理解して

いるかどうかをみる。

この問題は，２＋＝６ の解を座標とする点の集合は，直線として表されることを理

解しているかどうかをみるものである。

このことは，連立二元一次方程式の解が２直線の交点の座標と一致することなど，連立

二元一次方程式の解の意味を視覚的にとらえる際に必要である。

■学習指導要領における領域・内容

第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること

を通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察す

る能力を養う。

ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみることができること。
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■評価の観点

数量，図形などについての知識・理解

２ 正答と解説

■正答 エ

■解説 二元一次方程式の解を座標とする点の集合は直線になることから，グラフはエ

になる。

３ 学習指導に当たって

二元一次方程式の解を座標とする点の集合が，一次関数のグラフと一致して直線になる

ことの理解を通して，方程式と関数を相互に関連付けて考察することが大切である。

① 二元一次方程式の解の集合が直線になることを理解できるようにする

二元一次方程式 a＋ b＋ c =０（ b ≠０）では，のとる値を１つ決めれば，そ

れに対応しての値が１つ決まる。このことから，その解は無数にあり，この式が

との間の関数関係を表す式であることを理解することが大切である。

指導に当たっては，例えば，二元一次方程式を満たす，の値の組を座標とする

点を座標平面上にの値が整数値以外の場合も含めて多数とり，それらの点が直線上

に並ぶことを確認する場面を設定することが考えられる。その上で，二元一次方程式

をについて解いた式に変形することによって，二元一次方程式の解を座標とする点

の集合が一次関数のグラフと一致し，直線になることを理解できるようにすることも大

切である。

② 方程式と関数を相互に関連付けてとらえることができるようにする

二元一次方程式が関数関係を表す式であるととらえ，方程式と関数を相互に関連付け

てとらえることが大切である。

指導に当たっては，二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，座標平面上では直

線として表すことができることを理解できるようにするだけでなく，直線上の点の座標

は方程式を満たすとの値の組であることを理解できるようにすることが大切であ

る。そして，連立二元一次方程式では，それぞれの方程式の解を座標とする点の集合が

２つの直線となることを振り返り，２直線の交点の座標が２つの方程式を同時に成り立

たせる解であることを理解できるようにすることが大切である。
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13 確率の意味と確率の求め方

１ 出題の趣旨

不確定な事象の起こり得る程度を，確率の意味にもとづいて割合で比較できることを

理解しているかどうかをみる。

事象の起こる確率を求めることができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，「画びょうが上向きになる程度」を，確率の意味にもとづいて

割合で比較できることを理解しているかどうかをみるものである。ここでは，

「ある試行を多数回繰り返したとき，全体の試行回数に対するある事象の起

こる回数の割合は，ある安定した値をとる」ことをもとにして確率の意味を

理解していることが求められる。

このような考え方を用いて，不確定な事象の起こりやすさを割合で比較して

考えることは，実生活での不確定な事象を考察する際に必要である。
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設問(2) この問題は，事象の起こる確率を求めることができるかどうかをみるもので

ある。ここでは，起こり得る場合を二次元表などを利用して整理し，正しく数

え上げることが求められる。

同様に確からしいことをもとにして簡単な確率を求めることは，高等学校に

おける確率の学習，及び実生活での不確定な事象を考察する際に必要である。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)

第２学年 Ｃ 数量関係

(2) 具体的な事象についての観察や実験を通して，確率について理解する。

イ 不確定な事象が起こり得る程度を表す確率の意味を理解し，簡単な

場合について確率を求めることができること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2) 数学的な表現・処理

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 あることがらの起こりやすさを判断するには，多数回の試行の結

果にもとづいて，ある事柄が起こった回数を全体の回数でわると求

められることから，エになる。

１
設問(2) ■正答

６

■解説 起こり得る場合の総数は３６通りであり，出る目の数の和が７に
１

なるのは６通りあるので，確率は になる。
６

４ 学習指導に当たって

不確定な事象が起こり得る程度を考察する際には，確率を「同様に確からしい（起こり

得るどの場合も同様に期待される）」ということにもとづいて数学的に求めたり，多数回

の試行にもとづいて統計的に求めたりする方法があることを理解することが大切である。

① 実験を通して，事象の起こり得る程度を比較することができるようにする

ある事象が起こり得る程度を，実験を通して調べるためには，多数回試行したとき，

その事象が起こる回数の全体に占める割合を考えることが大切である。

指導に当たっては，画びょうやペットボトルのふたを投げるなどの実験を通して，全

体の試行に対する事象の起こる割合が，多数回の試行によってある安定した値をとるこ

とを実感できるようにすることが大切である。事象が起こり得る程度は，この割合を用

いて表されることを理解できるようにすることが必要である。
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② 事象の起こりやすさを割合に着目して比較できるようにする

数量の大きさの比較を行う場合，両者の関係を差でとらえる場合と割合でとらえる場

合がある。事象の起こりやすさを比較する際には，その事象の起こる回数が試行全体に

占める割合に着目する必要があることを理解することが大切である。

指導に当たっては，試行回数が異なるときには，設問(1)の上向きの回数と下向きの

回数のように，事象の起こる回数が多くても全体に対する割合が小さくなる場合がある

ことや，両者の回数の差の大小と割合の大小とが一致しない場合があることを，具体的

な事例を取り上げながら確認する活動を取り入れることが考えられる。

③ 確率を求めることができるようにする

事柄が起こる確率を数学的に求める場合，「同様に確からしい」ということの意味を

理解すること，及び起こり得る場合を正しく数え上げることが大切である。

指導に当たっては，例えば，２つのさいころを投げたときに，目の数の和が２になる

場合と５になる場合とを比較するなどの活動を通して，「同様に確からしい」とはいえ

ない場合についても実感を伴って理解できるようにすることが考えられる。また，起こ

り得る場合について，樹形図や二次元表を使って正しく数え上げることができるように

することが大切である。
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調 査 問 題 の 解 説

Ｂ 主として｢活用｣に関する問題
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１ 事象の数学的な解釈と判断（紋切り遊び）

１ 出題の趣旨

与えられた情報をよみ，次のことができるかどうかをみる。

・事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえること

・事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること

・事象を数学的に解釈すること

「紋切り遊び」の遊び方をもとに，１回折りや３回折りの紙を切って開いたときにでき

る模様を指摘し，「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質を説明する問題

である。この問題では，「紋切り遊び」の遊び方やそれによってできる模様の特徴を的確

にとらえ，その特徴を数学的な表現を用いて説明したり，解釈したりすることが必要であ

る。
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２ 各設問の趣旨

設問(1) 与えられた「紋切り遊び」の１回折りの紙を切って，それを開いたときにで

きる模様を指摘する問題である。ここでは，「紋切り遊び」の遊び方に書かれ

ていることを図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえることが求めら

れる。１回折りの紙を切って開いたときにできる模様として，折り目の両側が

ぴったりと重なる模様を指摘できるかどうかをみるものである。

設問(2) 「紋切り遊び」でできる模様を集めたグループを指摘し，「紋切り遊び」で

できる模様だけにみられる図形の性質を説明する問題である。ここでは，「紋

切り遊び」でできる模様の特徴を的確にとらえ，数学的な表現を用いて説明す

ることが求められる。「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質

として，対称軸をもつことなどを記述できるかどうかをみるものである。

設問(3) 「紋切り遊び」で，３回折りの紙を切って開いたときにできる模様を指摘す

る問題である。ここでは，「紋切り遊び」の遊び方やそれによってできる模様

の特徴を数学的に解釈することが求められる。３回折りの紙を切って開いたと

きにできる模様の対称軸は４本であることをもとにして，その模様を指摘でき

るかどうかをみるものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)・設問(3)

第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

ア 線対称，点対称の意味を理解するとともに，対称性に着目して平面

図形についての直観的な見方や考え方を深めること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 １回折りの模様は，折り目の両側がぴったりと重なるので線対称な

図形である。したがって，エになる。
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設問(2) ■正答 アを選択し，次のような説明を記述しているもの。

(例) 「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質は，対称

軸をもつことである。

■解説

①アを選択し，次の(a)，(b)を記述しているものを正答（◎）とする。

（a）「『紋切り遊び』でできる模様だけにみられる図形の性質は」などの

主部。

（b）「対称軸をもつ」や「線対称である」などの述部。

②(b)のみを記述しているものは，線対称についての性質を示しているので，

正答（○）とする。

③上記①，②で，(b)を「左右対称」のように記述しているものは，線対称

についての性質を把握できていると判断できるので，正答（○）とする。

④上記①，②で，(b)を「折るとぴったり重なる。」というような操作的な表

現で記述しているものは，この表現によって線対称についての性質を示し

ていると判断できるので，正答（○）とする。

設問(3) ■正答 ウ

■解説 ３回折りの紙を切って開いた模様は，対称軸を４本もつ。選択肢の

中で対称軸を４本もつものは，ウになる。

４ 学習指導に当たって

実生活の場面では，日常的な事象を図形に着目して観察し，考察することが必要になる

ことがある。その際，事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえ，数学的な

表現を用いて説明することが大切である。そうすることで，数学を用いて事象をとらえ直

すことができるようになる。

① 日常的な事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえられるようにする

実生活の場面で見る日常的な事象を形や大きさ，位置関係に着目して観察し，その特

徴をとらえることは大切である。そのように図形に着目して観察することで，図形の性

質を用いて特徴をより的確にとらえたり，問題を解決したりすることができるようにな

る。

指導に当たっては，日常的な事象を図形に着目して観察したり，紙や模型などを実際

に操作したりする活動を取り入れることで，その特徴をとらえられるようにすることが

必要である。例えば，本問題のように，実際に「紋切り遊び」を試してできた模様に，

図形としてどんな特徴が見いだせるかを確かめる活動を取り入れることは有効である。

さらに，見いだした特徴をもとに，「紋切り遊び」でできる図形を身の回りから見つけ

たり，自分で考えたりする活動も考えられる。このような活動を通して，様々な日常的

な事象を数学的にとらえようとする意欲や態度を養う場面を設定することも大切であ

る。
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② 事柄の特徴を的確にとらえ数学的な表現を用いて説明できるようにする

日常的な事象を観察し，成り立つ数学的な事柄を指摘し，それを数学的な表現を用い

て説明することが大切である。数学的な表現を用いることで，事象の特徴が明確になる。

指導に当たっては，日常的な事象を数学化する過程において，事象の観察を通して把

握した事柄を記述したり，発表したりして，その表現を数学的に洗練していく活動を取

り入れることが必要である。例えば，設問(2)で，「合同な部分がある。」や「折って

ぴったり重なる。」という説明にとどまらず，「対称軸をもつ。」，「線対称である。」な

どの数学的な表現を用いて説明する活動を取り入れることが考えられる。そうすること

で，設問(3)のような問題を対称軸の本数に着目して考えることができるようになる。

③ 数学を用いて事象をとらえ直すことができるようにする

日常的な事象について，成り立つ数学的な事柄をとらえ，それを用いて事象をとらえ

直すことが大切である。そうすることによって，事象についての新たな事実を見いだす

ことができる。

指導に当たっては，日常的な事象における数学的な事柄を指摘するだけではなく，そ

れらを用いて，事象をとらえ直して考察したり，新たな事実を見いだしたりする活動を

取り入れることが必要である。例えば，設問(3)で，３回折りでできる模様に対称軸を

かき入れ，３回折りでできる模様は対称軸が４本になることや，８つの合同な図形に分

けられることなど，新たな事実を見いだす活動を取り入れることが考えられる。また，

２回折りでできる模様は点対称な図形でもあるなど，対称性の観点から考察を深められ

るようにすることも考えられる。
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２ 説明を振り返って考える（３段目の数）

１ 出題の趣旨

自然数について予想された事柄をよみ，次のことができるかどうかをみる。

・事柄が成り立つ理由を説明すること

・説明を振り返って考えること

連続する自然数から規則にしたがって求めた数について，予想された事柄が成り立つ理

由を説明し，さらにそれを振り返って考える問題である。この問題では，文字式を用いて

理由を説明したり，文字式の意味をよみとったりすることが必要である。

２ 各設問の趣旨

設問(1) 「１段目に連続する３つの自然数を順に入れ，隣り合う２つの数の和を２段

目に入れる。そして，同じようにして３段目の数を求める。」という問題場面

について，考察の対象を明確にとらえているかどうかをみる問題である。
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設問(2) 連続する自然数から規則にしたがって求めた数について，予想された事柄が

成り立つ理由を説明する問題である。ここでは，筋道立てて考え，事柄が一般

的に成り立つ理由を説明することが求められる。「１段目にどんな連続する

３つの自然数を順に入れても，３段目の数はいつも４の倍数になる。」という

予想が正しい理由を，文字式を用いて説明できるかどうかをみるものである。

設問(3) 予想された事柄が成り立つ理由の説明に表れる文字式について，その意味を

よみとる問題である。ここでは，説明を振り返って考えることが求められる。

２段目の数を表した式 ２＋１，２＋３から「２段目の２つの数は，連続

する奇数である。」ということをよみとれるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)・設問(3)

第２学年 A 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

イ 数量及び数量の関係をとらえるために文字式を利用できることを理

解すること。

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形できること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ８８

■解説 １段目に入れた連続する３つの自然数２１，２２，２３の隣り合う

２つの数の和は，４３，４５である。それらが２段目の数であること

から，３段目の数はそれらの和８８になる。

設問(2) ■正答 （例） ４(＋１)

＋１は自然数だから，４(＋１)は４の倍数である。

したがって，３段目の数は４の倍数である。

■解説

①４(＋１)と計算して，次の(a），(b)の両方を記述しているものを正答（◎）

とする。

（a）＋１は自然数だから，

（b）４(＋１)は４の倍数である。

②４＋４と計算して，次の（c），（d）の両方を記述しているものを正答（◎）

とする。

（c）４，４が４の倍数で，４の倍数の和は４の倍数だから，

（d）４＋４は４の倍数である。
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③上記①で，(a)や(b)を記述していないもののうち，共通因数の４を見いだ

し，４の倍数であることを示していると判断できるものは，正答（○）と

する。

④上記②で，(c），(d)のどちらか一方のみを記述しているもののうち，計算

結果をもとにして４の倍数であることを示していると判断できるものは，

正答（○）とする。

設問(3) ■正答 イ

■解説 ２段目の数を表した式２＋１は偶数２に１を加えた数であるの

で，奇数であることが分かる。もう一方の式２＋３はその数より

２大きい数であるので，それらが連続する奇数になることが分かる。

したがって，イになる。

４ 学習指導に当たって

中学校数学科の学習では，数や図形について成り立ちそうな事柄を予想し，予想した事

柄を正確に表現し，別の具体的な場合で確かめ，文字式などを活用して事柄が成り立つ理

由を説明するという一連の活動を体験することが大切である。さらに，その説明や証明を

振り返り，新たな性質を見いだすことが大切である。

① 予想した事柄を別の場合で確かめることを大切にする

数や図形について成り立ちそうな事柄を帰納的に見いだす活動においては，予想した

事柄について，別の場合でも成り立つかどうかを確かめることが大切である。そうする

ことで，予想の誤りに気づき予想を見直したり，より確かな予想であることを確認して

説明や証明の必要性を実感したりできるようになる。

指導に当たっては，本問題で示されている２つの場合から，「３段目の数の一の位の

数は４になる。」や「３段目の数は１段目の中央の数の４倍になる。」という予想をし

た場面において，別の数を１段目に入れてもその予想が成り立つかどうかを確かめる活

動を取り入れることが考えられる。例えば，１段目に１，２，３を入れた場合，３段目

の数は８となって，前者の予想は成り立たないが，後者の予想は成り立つことを確かめ

る機会を設定することが考えられる。

② 文字式を活用して，事柄が成り立つ理由を説明できるようにする

整数の性質などがいつも成り立つことを説明する際には，文字式を活用し，根拠を明

らかにして，それにもとづいて結論を導くことが大切である。また，このことによって，

筋道立てて説明し伝え合う活動を充実させることにもなる。

指導に当たっては，根拠を明らかにし，それにもとづいて結論を導く過程を重視する

必要がある。例えば，設問(2)で，計算結果４(＋１)をもとに，「４(＋１)は４の倍

数である。」ということを示すために，４の倍数が４×（自然数）の形で表されることか

ら，根拠として「＋１が自然数だから」を示す必要があることを確認する場面を設定

することが考えられる。また，この説明は「３段目の数はいつも４の倍数になる。」と

いう予想が正しいことを示すものなので，結論を「４(＋１)は４の倍数である。」と

表現するだけではなく，「したがって，３段目の数は４の倍数である。」まで表現でき

るようにすることが大切である。
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③ 説明を振り返って新たな性質を見いだすことができるようにする

文字式を用いて説明する学習では，ある事柄を文字式を用いて説明するだけでなく，

文字式による説明を振り返り，そこから新たな性質を見いだすことが大切である。そう

することで，数や図形の性質などを見いだし，発展的に考える活動に意欲的に取り組む

ことにつながる。

指導に当たっては，例えば，設問(2)において，３段目の数として計算された

４(＋１)に着目して，＋１は連続する３つの自然数の中央の数を表していることか

ら，「３段目の数は１段目の中央の数の４倍である。」という性質を見いだす機会を設

定することが考えられる。また，設問(3)のように，２段目の数の２＋１と２＋３は

連続する奇数であることと，３段目の数は４の倍数であることとをあわせて，「連続す

る２つの奇数の和は，４の倍数である。」という性質を見いだす機会を設定することも

できる。さらに，本問題において，連続する数を入れる の段数を「３」から「４」，

「５」に変えたり，「連続する自然数」を「連続する偶数」や「連続する奇数」に変え

たりして，発展的に考え，新たな性質を見いだす機会を設定することもできる。

説明を振り返って新たな性質を見いだすことができる身近な素材としては，例えば，

カレンダーがある。カレンダーにおいて，「縦に並んだ３つの数の和は中央の数の３倍

になる。」という性質が成り立つことを説明し，次のように，その説明を振り返る機会

を設定することが考えられる。

中央の数をとすると，縦に並んだ３つの数は，－７，

，＋７と表すことができるので，それらの和は，

（－７）＋＋（＋７）＝３

となることから，中央の数の３倍になることを示すことがで

きる。

この説明を振り返ると，－７，，＋７に限らず，

中央の数との差の絶対値が等しければ３つの数の和は３に

なることが分かる。例えば，３つの数を－６，，＋６

とすると，

（－６）＋＋（＋６）＝３

となる。

このことから，カレンダーでは，右のように斜めに並んだ

３つの数の和は，中央の数の３倍であることも分かる。

同様に考えることによって，カレンダーでは，１２，２１，

３０のように，点対称の位置に並んだどの３つの数の和も

中央の数の３倍であることが分かる。

＜斜めに並んだ３つの数＞

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

＜縦に並んだ３つの数＞

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30
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３ 事象の数学的な解釈と問題解決の方法（電球形蛍光灯のよさ）

１ 出題の趣旨

表やグラフで与えられた情報をよみ，次のことができるかどうかをみる。

・必要な情報をよみとり，事象を数学的に解釈すること

・問題解決の方法を数学的に説明すること

表やグラフで与えられた情報をもとに，電球形蛍光灯（以下，「蛍光灯」とする。）と

白熱電球の総費用について考える問題である。この問題では，表から総費用をよみとった

り，グラフ上の座標の意味を事象と対応させて解釈したりして，蛍光灯と白熱電球の総費

用が等しくなるおよその時間を求める方法を，一次関数の知識・技能などを活用して説明

することが必要である。

２ 各設問の趣旨

設問(1) 白熱電球を１０００時間使用したときの総費用を，表から求める問題である。

ここでは，表から必要な情報を適切に選択し判断することが求められる。白熱

電球の総費用が，１個の値段と１０００時間使用したときの電気代の和であるこ

とを理解し，表から実際に数値を求められるかどうかをみるものである。
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設問(2) 蛍光灯の使用時間と総費用の関係を表したグラフ上の点の座標が，蛍光灯

についてどのような事象に対応しているかを指摘する問題である。ここでは，

グラフ上の点の座標を事象に対応させて解釈することが求められる。点Ａの

座標が，１０００時間使用したときの総費用であることをよみとることができ

るかどうかをみるものである。

設問(3) 与えられた表やグラフを用いて，蛍光灯と白熱電球の総費用が等しくなる

およその時間を求める方法を説明する問題である。ここでは，事象を数学的に

解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することが求められる。蛍光灯と白熱

電球の総費用は，それぞれ使用時間の一次関数であるとみなし，２つの総費用

が等しくなるときの使用時間を求める方法を，グラフや式などの「用いるもの」

とその「用い方」を明示して説明できるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)・設問(3)

第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調

べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見い

だし表現し考察する能力を養う。

イ 一次関数のとる値の変化の割合とグラフの特徴を理解するととも

に，一次関数を利用できること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な表現・処理

設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 １３４０（円）

■解説 白熱電球の総費用は，１個の値段１５０円と１０００時間使用したとき

の電気代１１９０円の和であることから，１３４０円になる。

設問(2) ■正答 ウ

■解説 軸は使用時間を表し，軸は総費用を表していることから，点Ａ

は，蛍光灯を１０００時間使用したときの総費用を表しているので，ウ

になる。

設問(3) ■正答 （例）蛍光灯と白熱電球について，使用時間と総費用の関係を直線

のグラフに表して，その交点の座標から，使用時間の値をよむ。
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■解説

蛍光灯と白熱電球について，総費用は一定の割合で増えることを前提とし

て，次のことについて記述しているもの。

①グラフを用いることについて記述している場合，次の(a），(b)の両方に

ついて記述しているものを正答（◎）とする。

(a) 使用時間と総費用の関係をグラフで表すこと。

(b) グラフの交点の座標から，使用時間の値をよむこと。

②式を用いることについて記述している場合，次の(c），(d)の両方につい

て記述しているものを正答（◎）とする。

(c) 使用時間と総費用の関係を式で表すこと。

(d) 総費用が等しいことから方程式を解いて使用時間の値を求めること。

③表や数値を用いることについて記述している場合，次の(e），(f)の両方

について記述しているものを正答（◎）とする。

(e) 使用時間と総費用の関係を表や数値で調べること。

(f) その表や数値を用いて，総費用の値が一致するときの使用時間の値

を求めること。

④上記①で，使用時間の値をよむことを記述していないもののうち，グラ

フの用い方を示していると判断できるものは，正答（○）とする。

⑤上記②で，変数が表すものや，使用時間の値を求めることを記述してい

ないもののうち，式の用い方を示していると判断できるものは，正答（○）

とする。

⑥上記③で，用いる数量や，使用時間の値を求めることを記述していない

もののうち，表や数値の用い方を示していると判断できるものは，正答

（○）とする。

４ 学習指導に当たって

実生活の場面において，与えられた表から情報を適切に選択したり，グラフ上の数値を

事象に対応させてとらえたりして，事象を数学的に解釈することが必要となる。その際，

問題解決の方法を考え，それを数学的に説明することが大切である。

① 表やグラフから必要な情報を適切に選択し，それをもとに判断できるようにする

実生活の場面においては，家電製品の性能など，情報が表やグラフで与えられること

が多い。したがって，表やグラフから必要な情報を適切に選択し，それをもとに判断す

ることが大切である。

指導に当たっては，示されている言葉の意味を理解してよみとったり，さらに自分な

りに視点を定めてその目的に応じて情報を選択できるようにすることが大切である。例

えば，本問題のように，蛍光灯と白熱電球のどちらがよいかを考える場面を取り入れ，

与えられた情報から総費用の意味を的確によみとり，白熱電球を１０００時間使用したと

きの総費用を求めるために，表やグラフのどこを見ればよいかを判断できるようにする

ことが考えられる。
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② 日常的な事象の考察のためにグラフを活用できるようにする

実生活の場面では，複数の事象を比較しやすくするために，グラフに表現したり，グ

ラフから情報をよみとったりすることがある。そのために日常的な事象の考察に当たっ

てグラフを活用することが大切である。

指導に当たっては，問題を解決する上でグラフに表した方が解決しやすい場面を設定

し，事象とグラフとを対応させて考える活動を取り入れることが大切である。例えば，

設問(2)で，表の情報をもとに，使用時間と総費用の関係をグラフに表したり，グラフ

の特徴をもとの場面に戻ってとらえたりする活動を取り入れることが考えられる。

③ 事象を数学的に解釈し，問題解決に数学を活用できるようにする

実生活の場面における問題解決では，事象を理想化・単純化して数学の問題としてと

らえることが大切である。そうすることで，数学の知識・技能，見方や考え方を活用す

ることができるようになる。

指導に当たっては，授業で実際のデータを用い，それを理想化・単純化する過程を取

り入れ，既習の数学を活用して問題を解決する活動を充実させることなどが考えられる。

例えば，設問(2)や設問(3)で，総費用を使用時間の一次関数とみなせる理由を問うこと

で，総費用が使用時間に伴って一定の割合で増えているという仮定を用いていることを

理解できるようにすることが考えられる。また，蛍光灯や白熱電球の総費用について，

グラフや表を活用して解釈し，問題解決に取り組む場面を設定することが考えられる。

このような活動を通して，数学を様々な場面で活用する意欲や態度を養うことも大切で

ある。

④ 問題解決のために数学を活用する方法を考え，説明できるようにする

様々な問題を解決するために数学を活用する方法を見いだしたり，その方法について

説明したりすることは，問題解決のための構想を立て，実践し評価・改善する力を身に

付ける上で大切である。

指導に当たっては，与えられた方法を用いて解決させるだけでなく，生徒が問題解決

のために数学を活用する方法を見いだすようにすることが大切である。また，その方法

について，グラフや式などの「用いるもの」とその「用い方」について説明する場面を

設定することが大切である。例えば，設問(3)で，グラフを用いる場合，蛍光灯と白熱

電球の総費用が等しくなる時間を求めるためには，２本のグラフの交点を求め，その交

点の座標をよめばよいことなどを説明できるようにすることが考えられる。
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４ 証明の方針（中点で交わる２つの線分）

１ 出題の趣旨

証明の方針をよみ，次のことができるかどうかをみる。

・方針にもとづいて証明すること

・証明を振り返って考えること

・別の証明の方針を立てること

２直線が平行となることの証明について考える問題である。この問題では，与えられた

方針にもとづいて証明すること，証明を振り返って考えること，そして別の証明の方針を

立てることが必要である。

２ 各設問の趣旨

設問(1) ２つの直線が平行となることを，三角形の合同を利用して証明する問題であ

る。ここでは，提示された方針にもとづいて証明することが求められる。提示

された方針をもとに，三角形の合同を示すために必要なことを見いだして，証

明を書くことができるかどうかをみるものである。
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設問(2) 証明に用いた事柄を根拠として，もとの問題の図形において新たに分かるこ

とを指摘する問題である。ここでは，証明を振り返って考えることが求めら

れる。証明に用いた三角形の合同を根拠として，もとの問題の仮定や証明の

中で用いられたこと以外に，辺や角についての相等関係を見いだせるかどう

かをみるものである。

設問(3) ２つの直線が平行となることを証明するための方針を完成する問題である。

ここでは，与えられた条件を整理したり，着目すべき性質を見いだしたりす

るなどして，別の証明の方針を立てることが求められる。線分をひいて四角

形をつくったとき，その対辺が平行となることを導くために必要なこと（証

明の方針２の①）と，それを仮定から導くための根拠（証明の方針２の②）

を見いだせるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)・設問(3)

第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に

考察する能力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の

性質を論理的に確かめることができること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答

(例) 仮定から，ＡＭ＝ＢＭ ……①

ＣＭ＝ＤＭ ……②

対頂角は等しいので，

∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ ……③

①，②，③より，

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから，

△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

■解説

①次の(a)，(b)，(c)とその根拠を記述し，証明しているものを正答（◎）

とする。

（a）ＡＭ＝ＢＭ，ＣＭ＝ＤＭ（順番は不問）

（b）∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ

（c）△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

②上記①以外でも，証明の方針１にもとづいて正しく証明していれば，正答

（◎）とする。
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③前ページの①と②で，記号を書き忘れたり，根拠が抜けていたりしている

もののうち，証明の筋道が正しいと判断できるものは，正答（○）とする。

設問(2) ■正答 ア

■解説 △ＡＭＣ≡△ＢＭＤから新たに分かる等しい辺や角は，仮定や証明

された事柄を除いて，∠ＭＣＡ＝∠ＭＤＢ，ＡＣ＝ＢＤの２つである。

そのうち選択肢に述べられているものは∠ＭＣＡ＝∠ＭＤＢである。

したがって，アになる。

設問(3) ■正答 ① 平行四辺形 ② エ

■解説 線分ＡＣと線分ＤＢは四角形ＡＤＢＣの対辺であり，ＡＣ//ＤＢであ

ることを示すためには，四角形ＡＤＢＣが平行四辺形であることを示

せば簡潔に証明できるので，①は平行四辺形になる。

このことは，仮定のＡＭ＝ＢＭ，ＣＭ＝ＤＭを使うと，平行四辺形

になるための条件「対角線がそれぞれの中点で交わる」ことから示す

ことができるので，②はエになる。

４ 学習指導に当たって

証明の学習においては，証明の方針を立てること，方針にもとづいて証明を書くこと，

そして証明を振り返って新たな性質を見いだすことが大切である。

① 証明の方針を立てることができるようにする

証明の学習においては，はじめに，証明を構想することが大切である。証明を構想す

る際には，結論を導くために何が必要であるかを明らかにしたり，与えられた条件を整

理したり，着目すべき性質や関係を見いだしたりするなどして，証明の方針を立てる必

要がある。そうすることで，見通しをもって証明を書くことができるようになる。

指導に当たっては，本問題に示した証明の方針１，２のように，結論から仮定，仮定

から結論の両方向から考えて，証明の方針を立てる活動を取り入れることが大切である。

例えば，本問題で，結論を導くために示せばよい事柄として，「錯角が等しい」，「同位

角が等しい」，「平行四辺形の対辺である」などから，どれを選択するかを検討する活

動を取り入れることが考えられる。また，仮定から△ＡＭＣと△ＢＭＤや四角形ＡＤＢＣ

について分かることを整理し，例えば，△ＡＭＣ≡△ＢＭＤを示すために，必要となる

条件を見いだす活動を取り入れることが考えられる。

② 方針にもとづいて証明を書けるようにする

証明の学習においては，方針を立て，それにもとづいて証明を書くことが大切である。

ここでは，方針に示された事柄を数学の記号で表したり，これらが成り立つ根拠を明ら

かにしたりしながら，仮定から結論を導く推論の過程を的確に証明として表現すること

が必要である。また，このことによって，筋道立てて説明し伝え合う活動を充実させる

こともできる。

指導に当たっては，証明に用いる事柄について立てた方針を参照しながら証明に用い

るものを整理し，その事柄の根拠を明らかにして証明を書く活動を取り入れることが大

切である。例えば，設問(1)で，方針を参照しながら，証明として書く順序を検討した
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り，実際に書いた証明を方針と照らし合わせて，示すべきことが示されているかなどを

確認したりする場を設定することが大切である。また，「ＡＭ＝ＢＭ，ＣＭ＝ＤＭ，

∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ」だけでなく，それらの根拠として「仮定から」や「対頂角は等し

いので」を示すことや，「△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ」だけでなく，その根拠として「２辺とそ

の間の角がそれぞれ等しいから」を示すことができるようにすることが大切である。

その際，次第に形式を整えて証明を書くことができるようにするために，自分たちで

書いた証明について互いに見直したり評価したりして，的確で分かりやすい書き方を工

夫する活動を取り入れることが有効である。

③ 証明を振り返り，新たな性質を見いだすことができるようにする

証明の学習においては，与えられた性質の証明をするだけではなく，その結果や過程

を振り返り，新たな性質を見いだすことが大切である。そのためには，証明を書くこと

だけではなく，証明をよむことが必要である。そうすることで，数や図形の性質などを

見いだし発展的に考える活動に意欲的に取り組むことにつながる。

指導に当たっては，証明の過程で現れた事実や得られた結論に着目し，新たな性質を

見つけることができないかを考える機会を設けることが大切である。例えば，次のよう

に，三角形の合同を用いる証明をした後に，その過程を振り返り，図形についての新た

な性質を見いだす場を設定することが考えられる。

＜証明の構成＞

ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形で，点Ｄ，

点Ｅはそれぞれ辺ＡＢ，辺ＡＣの中点で

ある。

このとき，ＤＣ＝ＥＢとなることは次

のように証明できる。

証明

△ＤＢＣと△ＥＣＢにおいて，

仮定から ＡＢ＝ＡＣ で，

点Ｄ，点Ｅはそれぞれ辺ＡＢ，

辺ＡＣの中点だから，

ＤＢ＝ＥＣ ……①

二等辺三角形の底角は等しいので，

∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ ……②

また， ＢＣ＝ＣＢ ……③

①，②，③より，２辺とその間の

角がそれぞれ等しいから，

△ＤＢＣ≡△ＥＣＢ

合同な図形の対応する辺は等しい

ので， ＤＣ＝ＥＢ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

＜証明の振り返り＞

△ＤＢＣ≡△ＥＣＢを示すために「ＤＢ＝ＥＣ，

∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ，ＢＣ＝ＣＢ」を用いているこ

とが分かる。

Ｆ

三角形の合同条件は，三角形の対応する辺や角

の６つの相等関係のうち，３つの関係で合同を示

すものである。

したがって，合同を示す際に用いた以外の３つ

の相等関係を見いだすことができる。すなわち，

ここで示した結論「ＤＣ＝ＥＢ」の他にも，２つ

の性質「∠ＢＤＣ＝∠ＣＥＢ，∠ＤＣＢ＝∠ＥＢＣ」

を△ＤＢＣ≡△ＥＣＢから見いだすことができる。

さらに，∠ＤＣＢ＝∠ＥＢＣから，△ＦＢＣが

二等辺三角形であること，つまり，ＦＢ＝ＦＣも

見いだすことができる。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

〔用いる関係〕

・ＤＢ＝ＥＣ

・∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ

・ＢＣ＝ＣＢ

△ＤＢＣ≡△ＥＣＢ
〔結論〕

・ＤＣ＝ＥＢ

〔見いだせる性質〕

・∠ＢＤＣ＝∠ＣＥＢ

・∠ＤＣＢ＝∠ＥＢＣ

〔見いだせる性質〕

・ＦＢ＝ＦＣ
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５ 情報の選択と判断（賞品当てゲーム）

１ 出題の趣旨

不確定な事象を含む問題場面についての情報をよみとり，次のことができるかどう

かをみる。

・与えられた情報を分類整理すること

・事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明すること

・予想を確かめるための方法を考えること

賞品当てゲームで，３つの箱から当たりの箱を選ぶ確率を考えたり，最初から「箱を変

更する」と決めてゲームを行う場合の結果について説明したり，予想を実験で確かめるた

めの方法を考えたりする問題である。この問題では，与えられた場面から情報を分類整理

して確率を求めること，理由を筋道立てて説明すること，そして確率についての知識を活

用して予想を確かめるための方法を考えることが必要である。
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２ 各設問の趣旨

設問(1) 最初から「箱を変更しない」と決めてゲームを行う場合について，３つの箱

から１つの箱を選ぶとき，それが当たりの箱である確率を求める問題である。

ここでは，与えられた場面から起こり得る場合を分類整理することが求められ

る。３つの箱から１つの箱を選ぶとき，それが当たりの箱である確率を求める

ことができるかどうかをみるものである。

設問(2) 最初から「箱を変更する」と決めてゲームを行う場合について，最初に選ん

だ箱がはずれであれば，必ず当たることの理由を説明する問題である。ここで

は，問題場面を理解し，必ず当たることの理由を筋道立てて説明することが求

められる。最初にはずれの箱を選んだ場合，司会者がもう１つのはずれを開け

ることから，当たりの箱が特定されることを理解し，そのことを説明できるか

どうかをみるものである。

設問(3) 最初から「箱を変更する」と決めてゲームを行う方が当たりやすいことを，

実験で確かめる方法を選択する問題である。ここでは，不確定な事象について

の予想を実験で確かめるための方法を考えることが求められる。箱を変更する

場合と変更しない場合について，同じ条件で比較することや多数回試行する必

要があることを指摘できるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(3)

第２学年 Ｃ 数量関係

(2) 具体的な事象についての観察や実験を通して，確率について理解する。

イ 不確定な事象が起こり得る程度を表す確率の意味を理解し，簡単な

場合について確率を求めることができること。

設問(2) 第２学年 Ｃ 数量関係

(2) 具体的な事象についての観察や実験を通して，確率について理解する。

ア 起こり得る場合を順序よく整理することができること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な表現・処理

設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方
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３ 正答と解説

設問(1) ■正答
１
｜
３

■解説 最初から「箱を変更しない」と決めているので，司会者がはずれの

箱を見せる前に当たるかどうかは決まっている。つまり，３つの箱か

ら１つの箱を選ぶことになるので，確率は になる。
１
｜
３

設問(2) ■正答 （例） 残りの２つの箱は当たりとはずれが１つずつで，司会者はそ

のうちのはずれの箱を開けるから，残った箱は必ず当たりであ

る。

■解説

①次の(a)，(b)，(c)について記述しているものを正答（◎）とする。

(a) 残りの箱は当たりとはずれの箱が１つずつあること。

(b) 司会者は，残りの箱の中ではずれの箱を開けること。

(c) 最後に残った箱は必ず当たりの箱であること。

②(a)，(b)について記述しているもののうち，箱を変更すると必ず当たる説

明になっていると判断できるものは，正答（○）とする。

③(b)，(c)について記述しているもののうち，箱を変更すると必ず当たる説

明になっていると判断できるものは，正答（○）とする。

④(a)，(c)について記述しているもののうち，箱を変更すると必ず当たる説

明になっていると判断できるものは，正答（○）とする。

設問(3) ■正答 エ

■解説 試行回数を多くしていくと事象の起こる割合はある安定した値をと

ると考えられる。このことから，「箱を変更する」と決めてゲームを

行う方が当たりやすいことを確める方法として，「箱を変更する」と

「箱を変更しない」のそれぞれの場合について，同じ条件で実験を行

うことと，全体の試行回数を多くすることが必要である。したがって，

最も適切な方法は，それぞれの場合について１００回ずつ試行してい

るエになる。
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４ 学習指導に当たって

実生活の場面において，不確定な事象をとらえるために，多数回試行することによって，

その特徴を的確に把握したり，その事象についての予想を確かめたりする場合がある。そ

の際，問題解決のための構想を立て，予想を確かめるための実験や調査の方法を考えたり，

事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明したりすることが大切である。

① 試行を通して不確定な事象を把握し，起こり得る場合を分類整理できるようにする

不確定な事象をとらえる際には，試行を通してその事象の特徴を把握し，起こり得る

場合を分類整理することが大切である。そのように分類整理することによって，実生活

の場面における不確定な事象を数学的に考察できるようになる。

指導に当たっては，問題場面の条件を理解するために，実際に試行する活動を充実さ

せる必要がある。例えば，本問題で，実際に試行することによって，実感を伴ってゲー

ムの進め方を理解し，「箱を変更するか，しないか」などの観点から，起こり得る場合

について分類整理する活動を取り入れることが考えられる。その際，司会者の立場で

ゲームを行うなど様々な視点から問題場面を把握できるようにする。

② 事柄が成り立つ理由を，筋道立てて説明することができるようにする

事柄が成り立つ理由を説明するためには，対象となる事象に関する事実や根拠を明ら

かにし，筋道立てて説明することが大切である。問題場面の条件が複雑である場合には，

１つの条件を固定して考えることなどを通して，問題場面を明確にすることが大切であ

る。

指導に当たっては，結論を導くために必要な情報を分類整理したり，それぞれの場合

について筋道立てて考える場面を設定したりすることが大切である。例えば，設問(2)

で，「箱を変更するか，しないか」に着目して，「最初に選んだ箱が当たりか，はずれ

か」のそれぞれの場合にゲームがどのように進められるのかを見通し，そのことを事柄

が成り立つ理由を説明する際に使えるようにすることが考えられる。

③ 不確定な事象について予想を確かめるための方法を考えることができるようにする

ある事柄の起こりやすさについての予想を実験や調査などを通して確かめるために，

不確定な事象についての問題場面を把握し，確率の意味にもとづいて方法を考えること

が大切である。その際，全体の試行に対する事象の起こる割合が，多数回の試行によっ

てある安定した値をとることに着目することも大切である。

指導に当たっては，確率を求めることだけを目的とするのではなく，不確定な事象に

関する問題解決において，複数の事柄の起こりやすさを比較する必要を感じることがで

きる場面を設定することが必要である。また，複数の事柄の起こりやすさを比較する際

には，条件をそろえて比較できるようにすることも必要である。例えば，本問題で，「箱

を変更する」と「箱を変更しない」のそれぞれの場合について，どちらが起こりやすい

かを予想し，その予想を確かめる実験の方法について話し合う場面を設定することなど

が考えられる。

83



84



Ⅲ 調査問題一覧表
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調査問題一覧表　【中学校数学】　

Ａ　主として「知識」に関する問題

数

と

式

図

形

数

量

関

係

関

心

・

意

欲
・

態

度

数
学
へ
の

見

方

や

考

え

方

数
学
的
な

表

現

・

処

理

数
学
的
な

数

量

、

図

形

な

ど

に

つ

い

て

の

知

識

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

(1) 15：9＝5：□ 比の意味を理解している ○ ○ ○

１ ○

(3) 2×(5－8) を計算する
（　）を含む正の数と負の数の計
算をすることができる

○ ○

(1) 3x ×(－4xy ) を計算する
単項式どうしの乗法の計算をする
ことができる

○ ○

(4) 等式 S ＝    ah  を， a  について解く
具体的な場面で，等式を目的に応
じて変形することができる

○ ○

出
題
の
趣
旨

評価の観点

○

○

(2) n が負の整数のとき，最も大きな数を選ぶ
文字の値が負の整数のときに，文
字式の値について考察することが
できる

問題形式

問
題
番
号

問
題
の
概
要

学習指導要領の領域

○ ○ ○

２

(3)
連続する３つの自然数において，文字n が表

すものを選ぶ
具体的な場面に照らして，文字式
の意味をよみとることができる

○

○(2) (－3
2
 )と同じ計算を表しているものを選ぶ 指数の計算の仕方を理解している ○

○

○

○

２

１

４

３

４

１

(1)
一元一次方程式を解くとき，等式の性質を選
ぶ

等式の性質と移項の関係を理解し
ている

○ ○ ○

(4) 連立方程式　　　　            を解く
簡単な連立二元一次方程式を解く
ことができる

○ ○

(1)
立方体の展開図において，与えられた面に平
行な面を選ぶ

展開図で示された空間図形につい
て，２つの面の位置関係（面と面
の平行）をとらえることができる

○ ○ ○

直角三角形の一辺を軸とする回転

によって円錐
　　すい

が構成されることを

(4)
中心角60°の扇形の面積について正しいも
のを選ぶ

扇形の面積がその中心角の大きさ
に比例することを理解している

○ ○ ○

（1） ○

○

○

○ ○

○

○

同位角の位置にあるものを選ぶ

多角形の外角の和について正しいものを選ぶ

同位角の意味を理解している

多角形の外角の性質を理解してい
る

○

○

○

○

作図と線分の垂直二等分線につい
て理解している

○

５

(3)

円柱の展開図において，円の周の長さと長方
形の辺の長さの関係について正しいものを選
ぶ

円柱の展開図において，底面の円
周の長さと側面の長方形の辺の長
さとの関係を理解している

○ ○

理解している

(2)
直角三角形の一辺を軸として回転させてでき
る立体を選ぶ

○ ○ ○

(2)

○

６

（2）

３

４

(1)

(2)

       x ＝     x －7 を解く

平行四辺形が線対称か点対称か選ぶ

折り目の線について，正しい作図を選ぶ

平行四辺形は点対称な図形である
が，一般には線対称な図形ではな
いことを理解している

一元一次方程式をつくるために，着目する数
量を答える

一元一次方程式をつくって問題を
解決するために，２通りに表せる
数量に着目することができる

係数に分数を含む一元一次方程式
を解くことができる

○

○ ○

○(3)

○

○

○

２x－３y＝1

３x＋２y＝8

４

３

４

１
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８

(1) y ＝3x について，正しい記述を選ぶ 比例定数の意味を理解している ○ ○ ○

９ ○

(3) 比例の関係を表した表を選ぶ
比例の関係を表す表の特徴を理解
している

○ ○ ○

(1)

10

○反比例を表した事象を選ぶ

(2) (２，３)の位置を座標平面上に示す
座標平面上に点の位置を示すこと
ができる

○ ○

（1） 三角形の合同の証明に必要な辺や角を書く
２つの三角形が合同であることを
判断する際に必要な辺や角の相等
関係を指摘することができる

○ ○

７

（2） 底角が等しいことを記号を用いて表す
二等辺三角形について２つの底角
が等しいことを，記号を用いて表
すことができる

○ ○

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域 評価の観点

三角形の内角の和が180°であることの証
明について正しいものを選ぶ

証明の意義について理解している ○ ○

具体的な事象で，２つの数量の関
係が反比例の関係になることを理
解している

○ ○

問題形式

○

○

○

x
a

(1)
傾きと切片の値から，それを表すグラフを選
ぶ

傾き及び切片の値とグラフとの対
応から一次関数のグラフの特徴を
理解している

○ ○ ○

11 ○

(3)
一次関数を表すメモの一部から，それを表す
式を選ぶ

変化の割合や対応するx とy の値

の組をもとに，一次関数の式を求
めることができる

○ ○ ○

12

13

不確定な事象の起こり得る程度
を，確率の意味にもとづいて割合
で比較できることを理解している

２種類の画びょうのどちらが上向きになりや
すいか，実験結果を比べ，正しいものを選ぶ

(1)

○ ○
2x ＋y ＝6の解を座標とする点の集合がどの

ようになるか選ぶ

○ ○

○(2)
大小２つのさいころを同時に投げるとき，和
が７になる確率を求める

事象の起こる確率を求めることが
できる

二元一次方程式の解を座標とする
点の集合は，直線として表される
ことを理解している

(2) ○ ○

(2) 一次関数の事象を式で表す

具体的な事象から，x とy の関係

をy ＝ax ＋b の式で表すことがで

きる
○○

反比例の表から式を求める
反比例の表から，x とy の関係を

y ＝　  の式で表すことができる
○

○ ○

○

○

x
a
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調査問題一覧表　【中学校数学】　

Ｂ　主として「活用」に関する問題
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式

短
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式

記

述

式

(1)
「紋切り遊び」で１回折りでできる模様とし
て，正しいものを選ぶ

事象を図形に着目して観察し，そ
の特徴を的確にとらえることがで
きる

○ ○ ○

１ ○ ○

(3)
「紋切り遊び」で３回折りでできる模様とし
て，正しいものを選ぶ

事象を数学的に解釈することがで
きる

○ ○

(1)
１段目の連続する３つの自然数が21，22，
23のとき，３段目に入る数を求める

問題場面における考察の対象を明
確にとらえている

○ ○

２

(3)
２段目の２つの数２n ＋１，２n ＋３につい

て，式からよみとれる性質を選ぶ
説明を振り返って考えることがで
きる

○ ○

(1)
白熱電球を1000時間使用したときの総費用
を求める

表から必要な情報をよみとること
ができる

○ ○

３ ○

(3)

蛍光灯と白熱電球の総費用について，２つの
総費用が等しくなるおよその時間を求める方
法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決
の方法を数学的に説明することが
できる

○ ○

(1)
２つの線分が平行になることを，三角形の合
同を利用して証明する

方針にもとづいて証明することが
できる

○ ○

４ ○

(3)

２つの線分が平行になることを証明する際
に，平行四辺形に着目し，平行四辺形になる
ための条件を選ぶ

証明の方針を立てることができる ○ ○

(1)

「箱を変更しない」と決めてゲームを行う場
合，３つの箱から１つの箱を選ぶとき，それ
が当たりの箱である確率を求める

与えられた情報を分類整理するこ
とができる

○ ○

５ ○

(3)

「箱を変更する」と決めてゲームを行う方が
当たりやすいという予想を確かめる実験方法
として，最も適切なものを選ぶ

不確定な事象についての予想を実
験で確かめるための方法を考える
ことができる

○ ○

学習指導要領の領域

○

問
題
の
概
要

(2)

１段目に連続する３つの自然数を入れたと
き，３段目の数が４の倍数になることを説明
する

(2)

蛍光灯の使用時間と総費用の関係を表すグラ
フ上にある点のy 座標が表すものとして正し

いものを選ぶ

(2)

「箱を変更する」と決めてゲームを行う場
合，最初に選んだ箱がはずれだとすると，箱
を変更すれば必ず当たる理由を説明する

問
題
番
号

筋道立てて考え，事柄が一般的に
成り立つ理由を説明することがで
きる

○ ○○

○

○

○

○

○

○

(2)
「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる
図形の性質を説明する

事柄の特徴を的確にとらえ，数学
的な表現を用いて説明することが
できる

(2)
証明で用いた三角形の合同を根拠として，証
明したことと仮定以外に分かることを選ぶ

証明を振り返って考えることがで
きる

○

○

○

事柄が成り立つ理由を筋道立てて
説明することができる

○ ○

○ ○
グラフから必要な情報をよみと
り，事象を数学的に解釈すること
ができる

○ ○

問題形式

出
題
の
趣
旨

評価の観点
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Ⅳ 調 査 問 題 等
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注　意
１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。
２　調査問題は，１ページから 25 ページまであります。
３　解答は，すべて解答用紙（解答冊子の「数学Ａ」）に
記入してください。

４　解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル
も可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄
を黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入し
てください。解答欄からはみ出さないように書いてく
ださい。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。
８　解答用紙の解答欄は，裏面にもあります。
９　調査時間は，45 分間です。
10　 「数学Ａ」の解答用紙に，組，出席番号，性別を記
入し，マーク欄を黒く塗りつぶしてください。

数学 Ａ
中 学 校 第 ３ 学 年
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中数Ａ−1

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	下の に当てはまる数を求めなさい。

１５：９＝５：

（２）	２#（-３2） の計算で，（-３2） の部分はどのように計算しますか。
下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　（-３）#（-３）

イ　-（３#３）

ウ　-（３#２）

エ　+（３#３）

オ　+（３#２）

（３）	２#（５-８） を計算しなさい。

１
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中数Ａ−2

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	３x#（-４xy） を計算しなさい。

（２）	 n が負の整数のとき，最も大きな数になる式を，下のアからエ 
までの中から１つ選びなさい。

ア　３+ n

イ　３# n

ウ　３- n

エ　３' n

２
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中数Ａ−3

（３）	連続する３つの自然数の和は，文字 n を使って次のように表す
ことができます。

n+（ n+１）+（ n+２）

このとき，文字 n が表すものを，下のアからエまでの中から１つ
選びなさい。

ア　連続する３つの自然数のうち，最も大きい自然数

イ　連続する３つの自然数のうち，中央の自然数

ウ　連続する３つの自然数のうち，最も小さい自然数

エ　連続する３つの自然数の平均

（４）	右の図で，底辺の長さ a，高さ h の
三角形の面積 S は，次のように表され
ます。

S ＝
２

１
ah

底辺の長さを求めるために，この式
を，a について解きなさい。

a

h
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中数Ａ−4

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	一次方程式 ４x+７＝１５ を次のように解きました。

	 ４x+７＝１５	 ……
	 ４x ＝１５-７	 ……
	 ４x ＝８
	 x ＝２

上の の式から の式への変形では，７を左辺から右辺に移項し
ました。移項してよい理由は，等式の性質をもとに説明できます。
７を移項してよい理由として正しいものを，下のアからエまでの

中から１つ選びなさい。

ア　 の式の両辺に７をたしても等式は成り立つから，移項してよい。

イ　 の式の両辺から７をひいても等式は成り立つから，移項してよい。

ウ　 の式の両辺に７をかけても等式は成り立つから，移項してよい。

エ　 の式の両辺を７でわっても等式は成り立つから，移項してよい。

（２）	一次方程式 
４

３
x ＝

１

４
x-７ を解きなさい。

３
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中数Ａ−5

（３）	次の問題と考え方を読んで，下の に当てはまる	
言葉を書きなさい。

問題

折り紙を何人かの生徒に配るのに，１人に３枚ずつ配ると
２０枚余ります。また，１人に５枚ずつ配ると２枚たりません。
生徒の人数を求めるために，生徒の人数を x 人として，方程式

をつくりなさい。

考え方

方程式をつくるために，x を使って，上の問題の数量のうち，
を２通りの式で表すと，３x+２０と５x-２に

なります。
この２つの式が等しいので，方程式は３x+２０＝５x-２です。

（４）	連立方程式 
２x-３y＝１
３x+２y＝８�

��
��

 を解きなさい。
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中数Ａ−6

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	次の方眼紙にかかれた平行四辺形について，下のアからエまでの
中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　線対称であり，点対称でもある。

イ　線対称であるが，点対称ではない。

ウ　線対称ではないが，点対称である。

エ　線対称でも，点対称でもない。

４
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中数Ａ−7

（２）	次の図の ＡＢＣを，頂点Ｂが頂点Ｃに重なるように折ったとき
にできる折り目の線を作図しようとしています。
この作図について述べた下のアからエまでの中から，正しいもの

を１つ選びなさい。

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｃ

ア　辺ＢＣの垂直二等分線を作図する。

イ　頂点Ａから辺ＢＣへの垂線を作図する。

ウ　∠Ａの二等分線を作図する。

エ　この折り目の線は作図できない。
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中数Ａ−8

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	次の図は，立方体の展開図です。

あ え お

う

い

この展開図を組み立ててできる立方体において，斜線をつけた面
と平行になる面を，下のアからオまでの中から１つ選びなさい。

ア　面 あ	 イ　面 い	 ウ　面 う	 エ　面 え	 オ　面 お

５
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中数Ａ−9

（２）	右の図の直角三角形ＡＢＣを，直線ＡＢを軸
として１回転させて立体をつくります。
このとき，できる立体の見取図が下のアから

オまでの中にあります。正しいものを１つ選び
なさい。

ア

エ

イ

オ

ウ

Ａ

Ｂ Ｃ
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中数Ａ−10

（３）	 次の図１は円柱の見取図で，図２はその展開図です。図２で，
円Ｏの周の長さと長方形ＡＢＣＤの辺ＢＣの長さには，どのような
関係がありますか。下のアからオまでの中から正しいものを１つ選
びなさい。

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

Ｏ

図２図１

ア　円Ｏの周の長さは，辺ＢＣの長さと等しい。

イ　円Ｏの周の長さは，辺ＢＣの長さの
１

２
倍である。

ウ　円Ｏの周の長さは，辺ＢＣの長さの２倍である。

エ　円Ｏの周の長さは，辺ＢＣの長さの約
１

３
倍である。

オ　円Ｏの周の長さは，辺ＢＣの長さの約３倍である。
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中数Ａ−11

（４）	次の図のような，中心角６０°のおうぎ形があります。このおうぎ形
の面積は，同じ半径の円の面積の何倍ですか。下のアからオまでの
中から正しいものを１つ選びなさい。

６０°

ア　
１

２
倍	 イ　

１

３
倍	 ウ　

１

４
倍	 エ　

１

５
倍	 オ　

１

６
倍
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中数Ａ−12

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	次の図のように，２つの直線ℓ，mに１つの直線 nが交わっています。
このとき，∠ x の同位角について，下のアからオまでの中から	

正しいものを１つ選びなさい。

ℓ m

n a
x c

b
d

ア　∠ x の同位角は∠ a である。

イ　∠ x の同位角は∠ b である。

ウ　∠ x の同位角は∠ c である。

エ　∠ x の同位角は∠ d である。

オ　∠ x の同位角は∠ a から∠ d までの中にはない。

６
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中数Ａ−13

（２）	 次の図１，図２は，多角形の各頂点において一方の辺を延長した
ものです。
この２つの図で，それぞれ印を付けた角（ ）の和を比べる

とき，どのようなことがいえますか。下のアからエまでの中から	
正しいものを１つ選びなさい。

図１ 図２

ア　図１で印を付けた角の和と図２で印を付けた角の和は等しい。

イ　図１で印を付けた角の和の方が大きい。

ウ　図２で印を付けた角の和の方が大きい。

エ　図１で印を付けた角の和と図２で印を付けた角の和のどちら
が大きいかは，問題の条件からだけでは分からない。
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中数Ａ−14

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	次の図で， ＡＢＣと ＤＥＦが合同であることを証明しようと
しています。ＡＢ＝ＤＥ，ＢＣ＝ＥＦであることは分かっています。

Ａ Ｄ

Ｂ ＥＣ Ｆ

三角形の合同条件を用いて証明するために，あと１つどのような
ことが分かればよいですか。下の   を完成しなさい。

・分かっていること
ＡＢ＝ＤＥ
ＢＣ＝ＥＦ

・分かればよいこと
＝

７
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中数Ａ−15

（２）	 次の図で， ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形です。

Ａ

Ｂ Ｃ

二等辺三角形の２つの底角は等しいといえます。
下線部を，上の図の頂点を表す記号と，記号∠，＝ を使って表しなさい。
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中数Ａ−16

ある学級で，「三角形の内角の和は１８０°である」ことの証明につい
て，次の ， を比べて考えています。

下の図の ABC で，

辺 BC を延長した直線上の点を D とし，点 C を通り辺 BA

に平行な直線 CE をひく。
Ａ

a

b c d
e

Ｂ Ｃ

Ｅ

Ｄ
平行線の錯角は等しいから，　　∠ a ＝∠ e
平行線の同位角は等しいから，　∠ b ＝∠ d
したがって，

∠ a ＋∠ b ＋∠ c ＝∠ e ＋∠ d ＋∠ c
＝ 180°

よって，三角形の内角の和は 180°である。

下の図の ABC で，

３つの角の大きさをそれぞれ測ると，

∠Ａ＝ 72°

∠Ｂ＝ 64°

∠Ｃ＝ 44°

したがって，

∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＝ 72°＋ 64°＋ 44°

＝ 180°

よって，三角形の内角の和は 180°である。

Ａ

Ｂ Ｃ

８
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中数Ａ−17

どんな三角形でも内角の和は１８０°であることの証明について，
下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　 も も証明できている。

イ　 は証明できており， は形の違うたくさんの三角形で同じよ
うに確かめれば証明したことになる。

ウ　 は証明できているが， は形の違うたくさんの三角形で同じ
ように確かめても証明したことにはならない。

エ　 も も形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば
証明したことになる。

オ　 は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明し
たことになるが， はそれでも証明したことにはならない。
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中数Ａ−18

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	比例 y ＝３x の x の値とそれに対応する y の値の関係について，
下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　 x の値と y の値の和は，いつも３である。

イ　 y の値から x の値をひいた差は，いつも３である。

ウ　 x の値と y の値の積は，いつも３である。

エ　 x の値が０でないとき，y の値を x の値でわった商は，いつも
３である。

（２）	点 （２，３） を，解答用紙の図の中に 印で示しなさい。

x

y

５

５-５

-５

Ｏ

９
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中数Ａ−19

（３）	 下のアからエまでの表の中に，y が x に比例する関係を表したも
のがあります。それを１つ選びなさい。

ア　
x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ -６ -３ ０ ３ ６ ９ １２ ･･･

イ　
x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ -１２ -８ -４ ０ ４ ８ １２ ･･･

ウ　
x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ ４ ３ ２ １ ０ -１ -２ ･･･

エ　
x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ ９ ４ １ ０ １ ４ ９ ･･･
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中数Ａ−20

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	 y が x に反比例するものを，下のアからオまでの中から１つ選び
なさい。

ア		 面積が６０cm2 の長方形で，縦の長さが x cm のときの横の	
長さ y cm

イ		 １辺の長さが x cm である正方形の面積 y cm2

ウ		 １００ページの本を，x ページ読んだときの残りのページ数	
y ページ

エ		 １冊８０円のノートを x 冊買ったときの代金 y 円

オ		 xm のリボンを３人で同じ長さに分けたときの１人分の長さ
ym

（２）	下の表は，y が x に反比例する関係を表したものです。y を x の
式で表しなさい。

x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ -２ -３ -６ ６ ３ ２ ･･･

10
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中数Ａ−21

問題は，次のページへ続きます。
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中数Ａ−22

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	下のアからオまでの中に，傾きが -３，切片が２である一次関数
のグラフがあります。それを１つ選びなさい。

y

y y

y y

x

x x

x x
Ｏ

Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ

ア

エ

イ

オ

ウ

（２）	水が５ℓ入っている水そうに，毎分３ℓの割合で，いっぱいになる
まで水を入れます。水を入れ始めてから x 分後の水そうの水の量を
yℓとするとき，yを xの式で表しなさい。

11
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中数Ａ−23

（３）	真一さんは，次のような，一次関数を学習したときのメモの一部
を見つけました。そこで，このメモから x と y の関係がどのような
式で表されていたかを考えました。
この x と y の関係を表す式を，下のアからオまでの中から１つ

選びなさい。

一次関数の

　この表から求めた式は　 y ＝

変化の割合は，－３である。

x １

y －2 －5

ア　 y ＝３x+１

イ　 y ＝ -３x-２

ウ　 y ＝ -２x-５

エ　 y ＝ -２x-３

オ　 y ＝ -３x+１
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中数Ａ−24

下のアからエまでの中に，二元一次方程式 ２x+ y ＝６ の解を座標
とする点の全体を表したものがあります。それを１つ選びなさい。

-５

５-５

５

５

-５

-５

５

-５

-５ ５

５

-５

５

５

y

x
Ｏ-５

y

x
Ｏ

y

x
Ｏ

y

x
Ｏ

ア

ウ

イ

エ

12
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中数Ａ−25

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	次のようなＡとＢの画びょうがあります。この２種類の画びょう
を投げるとき，どちらが上向きになりやすいかを実験で調べました。

上向き 下向き

Ａの画びょう

　　　　　

上向き 下向き

Ｂの画びょう

下の表は，Ａを１５００回，Ｂを２０００回投げた結果です。

上向きの回数 下向きの回数 投げた回数

Ａ  ８３１ ６６９ １５００

Ｂ １０７３ ９２７ ２０００

どちらの画びょうが上向きになりやすいかを調べるには，この	
結果をどのように比べればよいですか。下のアからエまでの中から
正しいものを１つ選びなさい。

ア　上向きの回数を比べる。

イ　下向きの回数を比べる。

ウ　上向きの回数と下向きの回数の差を比べる。

エ　投げた回数に対する上向きの回数の割合を比べる。

（２）	大小２つのさいころがあります。この２つのさいころを同時に	
投げるとき，出る目の数の和が７になる確率を求めなさい。ただし，
どちらのさいころも１から６までの目の出方は同様に確からしいも
のとします。

13
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注　意
１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。
２　調査問題は，１ページから 10 ページまであります。
３　解答は，すべて解答用紙（解答冊子の「数学Ｂ」）に
記入してください。

４　解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル
も可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄
を黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入し
てください。解答欄からはみ出さないように書いてく
ださい。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。
８　解答用紙の解答欄は，裏面にもあります。
９　調査時間は，45 分間です。
10　 「数学Ｂ」の解答用紙に，組，出席番号，性別を記
入し，マーク欄を黒く塗りつぶしてください。

中 学 校 第 ３ 学 年

数学 Ｂ
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中数Ｂ−1

江戸時代から親しまれてきた遊びに
「紋

もん

切
き

り遊び」があります。
正方形の紙を何度か折り重ね，その

紙を切って開くと，きれいな模様の	
切り絵ができます。
その遊び方には，次のようなものが

あります。

遊び方

１

　正方形の紙を，下の図の１回折り，２回折り，３回折りのいずれか	
の折り方で折ります。

　例えば，下の図の３回折りの紙を太線（ 　　　 ）で切り，図１	
から図２，図３のように順に開いていくと，図４の模様ができます。

１回折り

２回折り

３回折り

３回折り 図１ 図２ 図３ 図４
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中数Ｂ−2

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 右の図の１回折りの紙を太線で切って開きま
す。このときにできる模様が，下のアからオ 
までの中にあります。それを１つ選びなさい。

（２）	 「紋切り遊び」でできる模様を集めたグループは，下のア，イの
どちらですか。それを選びなさい。
また，これらの模様を参考に，「紋切り遊び」でできる模様だけ

にみられる図形の性質を説明しなさい。

（３）	 下のアからオまでの中に，３回折りの紙を切って開いた模様があり
ます。それを１つ選びなさい。

１回折り

折
り
目

ア イ ウ エ オ

ア

イ

ア イ ウ エ オ
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中数Ｂ−3

健治さんは，次の図のように，３段に並んでいる の１段目に
連続する３つの自然数を順に入れました。そして，隣り合う２つの数	
の和を２段目の に入れ，同じようにして３段目の数を求めました。

健治さんは，２４＝４×６，４４＝４×１１であることから，１段目
にどんな連続する３つの自然数を順に入れても，３段目の数はいつも
４の倍数になることを予想しました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 連続する３つの自然数を２１，２２，２３とするとき , 下の図の に
当てはまる数を求めなさい。

２

１段目

２段目

３段目

１１ １３

６５ ７

２４

５，６，７のとき

２１ ２３

１１１０ １２

４４

１０，１１，１２のとき

２２２１ ２３
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中数Ｂ−4

（２）	「１段目にどんな連続する３つの自然数を順に入れても，３段目
の数はいつも４の倍数になる。」という健治さんの予想が正しいこ
との説明を完成しなさい。

説明

（３）	 上の説明で，２段目の２つの数は，２n+１，２n+３と表されてい
ます。このことから，２段目の２つの数について，いつもいえること
があります。下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　２段目の２つの数は，連続する偶数である。

イ　２段目の２つの数は，連続する奇数である。

ウ　２段目の２つの数は，奇数と偶数である。

エ　２段目の２つの数は，一の位の数が１と３である。

オ　２段目の２つの数は，十の位の数が等しい。

連続する３つの自然数のうち，
最も小さい数を n とすると，
３つの自然数は，n，n+１，n+２
と表される。
このとき２段目の数は，それぞれ
　 n+（ n+１）＝２n+１
　（ n+１）+（ n+２）＝２n+３
であるから，３段目の数は，

（２n+１）+（２n+３）＝

２n+１ ２n+３

n+１n n+２
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中数Ｂ−5

美咲さんは，家の白熱電球が切れたので，環境にやさしいといわれ
ている電球形蛍光灯（以下，「蛍光灯」とします。）にかえようと考え
ています。
そこで，蛍光灯について調べたところ，次のことが分かりました。

美咲さんは，蛍光灯と白熱電球について，電気代は使用時間にとも
なって一定の割合で増えるとして，１個の値段と電気代を合計した	
総費用を比べてみようと思いました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 白熱電球を１０００時間使用したときの総費用を求めなさい。

（２）	 美咲さんは，蛍光灯を x時間	
使用したときの総費用を y 円	
として，xと y の関係を，右の	
ようにグラフに表しました。

３

蛍光灯について分かったこと

◎値段が高い

◎電気代が安い

◎寿命が長い

蛍光灯
（10 W）

白熱電球
（54 W）

１個の値段 1000 円 150 円

電気代（1000 時間） 220 円 1190 円

１個の寿命 10000 時間 1000 時間

蛍光灯と白熱電球の比較（ほぼ同じ明るさのもの）

蛍光灯の使用時間と総費用

１５００

１０００

５００

Ｏ

（円）

５００ １０００ １５００
（時間）

x

y

Ａ
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中数Ｂ−6

前ページのグラフ上にある点Ａの x 座標の値は１０００です。点Ａの	
y 座標の値は，蛍光灯についての何を表していますか。下のアから
オまでの中から１つ選びなさい。

ア　１個の値段

イ　１０００時間使用したときの電気代

ウ　１０００時間使用したときの総費用

エ　使用時間

オ　１個の寿命

（３）	 美咲さんとお兄さんは，蛍光灯と白熱電球を同じ時間使用した	
ときの総費用（１個の値段と電気代の合計）を比べています。

蛍光灯と白熱電球の総費用が等しくなるおよその時間を求める	
方法を説明しなさい。ただし，実際にその時間を求める必要はあり	
ません。

お兄さん「�１個の値段は蛍光灯の方が高いので，最初のうちは	
蛍光灯の方が総費用も多いね。」

美咲さん「でも，１０００時間だと蛍光灯の方が総費用が少ないよ。」

お兄さん「それなら，２つの総費用が等しくなる時間があるね。」

電球形蛍光灯（左）と白熱電球
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中数Ｂ−7

大貴さんは，次の問題を考えています。

問題

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 大貴さんは，次のような証明の方針１を考えました。この証明の
方針１にもとづいて，ＡＣ //ＤＢとなることの証明を完成しなさい。

証明の方針１

証明

４

　右の図のように，線分ＡＢと線分ＣＤ
がそれぞれの中点Ｍで交わっています。
　このとき，ＡＣ //ＤＢとなることを証明	
しなさい。

Ａ Ｃ

Ｄ Ｂ

Ｍ

１ �　AC // DBを証明するためには，∠MAC＝∠MBD（錯角が等しい）
を示せばよい。

２ �　∠MAC＝∠MBDを示すためには， AMC≡ BMDを示せば
よい。

３ �　仮定のAM＝BM，CM＝DMを使うと， AMC≡ BMDが
示せそうだ。

ＡＭＣと ＢＭＤにおいて，

合同な三角形の対応する角は等しいから，
　　　　　　　　∠ＭＡＣ＝∠ＭＢＤ
したがって，錯角が等しいから，

ＡＣ // ＤＢ

126



中数Ｂ−8

（２）	 大貴さんは， ＡＭＣ≡ ＢＭＤをもとにしてＡＣ //ＤＢを証明しま
した。 ＡＭＣ≡ ＢＭＤをもとにすると，前ページの問題の図形に	
ついて，∠ＭＡＣ＝∠ＭＢＤや問題の仮定以外にも分かることがありま	
す。それを下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　∠ＭＣＡ＝∠ＭＤＢ

イ　∠ＭＡＣ＝∠ＭＤＢ

ウ　ＡＭ＝ＢＭ

エ　ＡＭ＝ＤＭ

（３）	 右の図のように，線分ＡＤ，線分ＣＢを	
ひいて四角形ＡＤＢＣをつくると，次の	
証明の方針２を考えることもできます。

証明の方針２

証明の方針２の（　　 　　 ）に当てはまる言葉を書きなさい。
また， に当てはまることがらを，下のアからオ 

までの中から１つ選びなさい。

ア　対角線が垂直に交わる

イ　対角線の長さが等しい

ウ　対角線が平行である

エ　対角線がそれぞれの中点で交わる

オ　対角線が垂直に交わり，その長さが等しい

Ａ Ｃ

Ｄ Ｂ

Ｍ

１ 　ＡＣ //ＤＢを証明するためには，四角形ＡＤＢＣが
　（　　 　　 ）であることを示せばよい。

２ 　このことは， 仮定のＡＭ＝ＢＭ，ＣＭ＝ＤＭを使うと，
　   ことから示せる。
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中数Ｂ−9

美穂さんは，賞品当てゲームを見ています。このゲームは，司会者
と挑戦者（賞品を当てる人）で，次のように進められます。

賞品当てゲーム

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 最初から「箱を変更しない」と決めてゲームを行うと，上の	
進め方の で当たるかどうかが決まることになります。３つの箱か
ら１つの箱を選ぶとき，それが当たりの箱である確率を求めなさい。

５

挑戦者の前に３つの箱が置かれています。
その１つは，賞品が入っている当たりの箱です。
司会者はどれが当たりの箱かを知っています。

　挑戦者は，最初に１つ
の箱を選びますが，中を
見ることはできません。

　司会者は，残った２つ
の箱のうち，はずれの箱
を１つ開けて見せます。

　挑戦者は，最初に選ん
だ箱を変更する，または，
変更しない，のいずれか
を選択します。

進め方

挑戦者 司会者
これにしよう。

はずれを１つ開けます。

変更しようかな？
このままがいいかな？
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中数Ｂ−10

（２）	 美穂さんは，最初から「箱を変更する」と決めてゲームを行う場
合について考えています。
下の説明の   には，「最初に選んだ箱がはずれだとすると，

箱を変更すれば必ず当たる」理由が入ります。説明を完成しなさい。

説明

（３）	 美穂さんは，最初から「箱を変更する」と決めてゲームを行う方
が当たりやすいと予想しました。この予想が正しいかどうかを実験
で確かめる方法として最も適切なものを，下のアからエまでの中か
ら１つ選びなさい。

ア　「箱を変更する」で３回行ったとき，３回連続して当たりの
箱になるかどうかを調べる。

イ　「箱を変更する」と「箱を変更しない」を交互に行ったとき，
どちらが先に当たるかを調べる。

ウ　「箱を変更する」と「箱を変更しない」でそれぞれ３回ずつ
行ったときの結果を比較する。

エ　「箱を変更する」と「箱を変更しない」でそれぞれ１００回ずつ	
行ったときの結果を比較する。

　◎最初に選んだ箱が当たりだとする。
　　残りの２つははずれだから，司会者がどちらの箱を開けても，
　残った箱は必ずはずれである。
　　したがって，箱を変更すると必ずはずれる。

　◎最初に選んだ箱がはずれだとする。

　　したがって，箱を変更すると必ず当たる。
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解 答 用 紙
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正 答（例）
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正答（例）【中学校数学】

Ａ 主として「知識」に関する問題

１ (1) ３

(2) イ

(3) －６

２ (1) －１２x２y
(2) ウ

(3) ウ

２S
(4)（a ＝）──h

３ (1) イ

(2)（x ＝）－１４

(3)（例）折り紙の枚数

(4)（x ＝）２，（y ＝）１

４ (1) ウ

(2) ア

５ (1) オ

(2) エ

(3) ア

(4) オ

６ (1) エ

(2) ア

７ (1)（例１）ＡＣ＝ＤＦ （例２）∠ＡＢＣ＝∠ＤＥＦ

(2)（例）∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ

８ ウ
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９ (1) エ

(2)

(3) イ

10 (1) ア

６
(2)（y ＝）─x

11 (1) ウ

(2)（y ＝）３x ＋５

(3) オ

12 エ

13 (1) エ

１
(2) ─

６
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正答（例）【中学校数学】

Ｂ 主として「活用」に関する問題

１ (1) エ

(2) ア

説明(例) 「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質は，対称軸を

もつことである。

(3) ウ

２ (1) ８８

(2)（例） ４(n ＋１)

n ＋１は自然数だから，４(n ＋１)は４の倍数である。

したがって，３段目の数は４の倍数である。

(3) イ

３ (1) １３４０（円）

(2) ウ

(3)（例） 蛍光灯と白熱電球について，使用時間と総費用の関係を直線のグラフに表

して，その交点の座標から，使用時間の値をよむ。

４ (1)（例） 仮定から，ＡＭ＝ＢＭ ……①

ＣＭ＝ＤＭ ……②

対頂角は等しいので，

∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ ……③

①，②，③より，

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから，

△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

(2) ア

(3) ① 平行四辺形 ② エ

１
５ (1) ─

３

(2)（例） 残りの２つの箱は当たりとはずれが１つずつで，司会者はそのうちのはず

れの箱を開けるから，残った箱は必ず当たりである。

(3) エ
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点字問題(抜粋)
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【中学校数学】Ａ 主として「活用」に関する問題
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Ⅴ 解 答 類 型

Ａ 主として｢知識｣に関する問題
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解答類型【中学校数学】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (1) ３ と解答しているもの。 １◎

５ と解答しているもの。 ２

９ と解答しているもの。 ３

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) －６ と解答しているもの。 １◎

６ と解答しているもの。 ２

２ と解答しているもの。 ３

上記以外の解答 ９

無解答 ０

２ (1） －１２  と解答しているもの。 １◎2

－１２ と解答しているもの。 ２

１２  と解答しているもの。 ３2

－１２ と解答しているもの。 ４

－ と解答しているもの。 ５

－ と解答しているもの。 ６

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ (2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

（4） ２S
と解答しているもの。

１◎

h

２S － h と解答しているもの。 ２

２Sh と解答しているもの。 ３

S
と解答しているもの。

４

２h

Sh と解答しているもの。 ５
１
｜
２

S － h と解答しているもの。 ６
１
｜
２

上記以外の解答 ９

無解答 ０

３ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

３ (2) －１４ と解答しているもの。 １◎

１４ と解答しているもの。 ２

または － と解答しているもの。 ３
７
｜
２

７
｜
２

７ または －７ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) 折り紙の枚数 と解答しているもの。 １◎

（枚数と解答しているものを含む。）

折り紙 と解答しているもの。 ２

生徒の人数 と解答しているもの。 ３

（生徒，または人数と解答しているものを含む。）

配り方 と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(4) （＝）２，（ ＝）１ と解答しているもの。 １◎

の値のみを正しく解答しているもの。 ２

の値のみを正しく解答しているもの。 ３

（＝）１，（ ＝）２ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

４ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

150



問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ (2) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

５ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

151



問題番号 解 答 類 型 類型番号

５ (4) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

６ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

７ (1) ＡＣ＝ＤＦ と解答しているもの。 １◎

(記号の順序は不問。以下同様。)

∠ＡＢＣ＝∠ＤＥＦ と解答しているもの。 ２◎

または，

∠Ｂ＝∠Ｅ と解答しているもの。

(角の記号（∠）がないものを含む。以下同様。)

∠ＡＣＢ＝∠ＤＦＥ と解答しているもの。 ３

または，

∠Ｃ＝∠Ｆ と解答しているもの。

または，

∠ＢＡＣ＝∠ＥＤＦ と解答しているもの。

または，

∠Ａ＝∠Ｄ と解答しているもの。

ＡＢ＝ＤＥ と解答しているもの。 ４

または，

ＢＣ＝ＥＦ と解答しているもの。

対応していない角や辺を解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ と解答しているもの。 １◎

または，

∠Ｂ＝∠Ｃ と解答しているもの。

（∠ＣＢＡ＝∠ＢＣＡなども可。以下同様。）

上記１で，角の記号（∠）がないもの。 ２

上記１，２で，等号（＝）がないもの。 ３

例 ∠ＡＢＣと∠ＡＣＢは等しい。

∠ＢＡＣ＝∠ＡＣＢ と解答しているもの。 ４

または，

∠Ａ＝∠Ｃ と解答しているもの。

または，

∠ＢＡＣ＝∠ＡＢＣ と解答しているもの。

または，

∠Ａ＝∠Ｂ と解答しているもの。

上記４で，角の記号（∠）や等号（＝）がないもの。 ５

ＡＢ＝ＡＣ と解答しているもの。 ６

上記６以外で，辺について解答しているもの。 ７

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

８ ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

９ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) 下の図のように，（２，３）の位置に印をつけているもの。 １◎

（３，２） の位置に印をつけているもの。 ２

（－２，３） の位置に印をつけているもの。 ３

（－２，－３） の位置に印をつけているもの。 ４

（２，－３） の位置に印をつけているもの。 ５

直線をかいているもの。 ６

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

９ (3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

10 (1) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ６
と解答しているもの。

１◎


（６÷ のように，わり算の形で解答していてもよい。以下同様。）

－
６

と解答しているもの。
２



上記１，２以外の反比例の式を解答しているもの。 ３


と解答しているもの。

４

６

６ など，上記４以外の比例の式を解答しているもの。 ５

＋６ など，上記４，５以外の一次関数の式を解答しているもの。 ６

６ と解答しているもの。 ７

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

11 (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ３＋５ と解答しているもの。 １◎

３ と解答しているもの。 ２

３－５ と解答しているもの。 ３

５＋３ と解答しているもの。 ４

上記２以外で，比例の式を解答しているもの。 ５

上記以外で，一次関数の式を解答しているもの。 ６

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

12 ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

13 (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) と解答しているもの。（数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様。） １◎
１
｜
６
１

と解答しているもの。 ２
１２

７
と解答しているもの。 ３

３６

または と解答しているもの。 ４
７
｜
６

６
｜
７

整数の値を解答しているもの。 ５

上記４，５以外で，１より大きい値を解答しているもの。 ６

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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解 答 類 型

Ｂ 主として｢活用｣に関する問題
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解答類型【中学校数学】

Ｂ 主として「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (1） ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) (正答の条件)

アを選択し，次の (a)，(b) を記述している。

（a) 「『紋切り遊び』でできる模様だけにみられる図形の性質は」などの主部。

（b) 「対称軸をもつ」や「線対称である」などの述部。

(正答例)

例１ 「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質は，対称軸をもつこと

である。

例２ 「紋切り遊び」でできる模様は，線対称な図形である。

ア （a），（b）を記述しているもの。 １◎

を

選 （b）のみを記述しているもの。 ２○

択

上記１，２で，（b）を「左右対称」のように記述しているもの。 ３○

上記１，２で，（b）を操作的な表現で記述しているもの。 ４○

例 「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形は，折るとぴったり重な

る。

上記１，２で，（b）を点対称について記述しているもの。 ５

上記１，２で，（b）を線対称と点対称の両方に当てはまることについて記述し ６

ているもの。または，合同について記述しているもの。

例 「紋切り遊び」でできる模様は，２つの合同な図形に分けられる。

上記以外の解答，または理由を書いていないもの。 ７

イを選択しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

２ (1) ８８ と解答しているもの。 １◎

６６ と解答しているもの。 ２

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) （正答の条件）

＜４(＋１)と計算している場合＞

次の (a)，(b) を記述している。

(a) ＋１は自然数だから，

(b) ４(＋１)は４の倍数である。

＜４＋４と計算している場合＞

次の (c)，(d) を記述している。

(c) ４，４が４の倍数で，４の倍数の和は４の倍数だから，

(d) ４＋４は４の倍数である。

（正答例）

例１ ４(＋１)

＋１は自然数だから，４(＋１)は４の倍数である。

したがって，３段目の数は４の倍数である。

例２ ４＋４

４，４が４の倍数で，４の倍数の和は４の倍数だから，

４＋４は４の倍数である。

したがって，３段目の数は４の倍数である。

４(＋１) (a)，(b) の両方を記述しているもの。 １◎

(a)，(b) のどちらか一方を記述しているもの。 ２○

(a)，(b) の両方を記述していないもの。 ３○

(a)，(b) の記述に誤りがあるもの。 ４

161



問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ (2) ４＋４ (c)，(d) の両方を記述しているもの。 ５◎

(c)，(d) のどちらか一方を記述しているもの。 ６○

(c)，(d) の両方を記述していないもの。 ７

(c)，(d) の記述に誤りがあるもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

３ (1) １３４０ と解答しているもの。 １◎

１１９０ と解答しているもの。 ２

１２２０ と解答しているもの。 ３

１４１０ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

３ (3) (正答の条件)

蛍光灯と白熱電球について，総費用は一定の割合で増えることを前提として，次のこ

とについて記述しているもの。

＜グラフを用いることについて記述している場合＞

次の (a），(b) について記述している。

(a) 使用時間と総費用の関係をグラフで表すこと。

(b) グラフの交点の座標から，使用時間の値をよむこと。

＜式を用いることについて記述している場合＞

次の (c），(d) について記述している。

(c) 使用時間と総費用の関係を式で表すこと。

(d) 総費用が等しいことから方程式を解いて使用時間の値を求めること。

＜表や数値を用いることについて記述している場合＞

次の (e），(f) について記述している。

(e) 使用時間と総費用の関係を表や数値で調べること。

(f) その表や数値を用いて，総費用の値が一致するときの使用時間の値を求める

こと。

(正答例)

例１ 蛍光灯と白熱電球について，使用時間と総費用の関係を直線のグラフに表して，

その交点の座標から，使用時間の値をよむ。

例２ 蛍光灯と白熱電球について，時間使用したときの総費用を円として，を

の一次関数の式で表し，連立方程式を解いて，そのの値を求める。

例３ 蛍光灯と白熱電球について，使用時間と総費用の関係を表す表をつくり，変化

の割合が一定であることを用いて，総費用が等しくなるときの使用時間を求める。

(a)，(b) について文で記述しているもの。または，実際にグラフをかき，その交点 １◎

のうち，使用時間の値をよむことについて記述しているもの。

上記１で，(b)について，よみとる値が使用時間であることを記述していないもの。 ２○

上記１で，(b)について，交点の座標について記述していないもの。または，(a)のみ ３

を記述しているもの。

例 グラフの使用時間をよむ。

(c)，(d)について文で記述しているもの。または，実際に方程式をつくって，使用時 ４◎

間の値を求めようとしているもの。

上記４で，次のようなもの。 ５○

・(c)で，変数が何を表すかを記述してないもの。

・(d)で，使用時間の値を求めることを記述していないもの。

(e)，(f)について記述しているもの。または，実際に表や数値をかいており，総費用 ６◎

の値が一致するときの使用時間の値を求めようとしているもの。

上記６で，次のようなもの。 ７○

・(e)で，用いる数量が何であるかを記述していないもの。

・(f)で，使用時間の値を求めることを記述していないもの。
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

３ (3) 式や表や数値を用いることについて記述しているもののうち，上記４～７以外のもの。 ８

例１ 使用時間を時間として，総費用についての方程式をつくる。

例２ 使用時間に対する総費用の表をつくる。

上記以外の解答 ９

無解答 ０

４ (1) (正答の条件)

次の(a)，(b)，(c) とその根拠を記述し，証明しているもの。

（a) ＡＭ＝ＢＭ，ＣＭ＝ＤＭ (順番は不問)

（b) ∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ

（c) △ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

(正答例)

仮定から，ＡＭ＝ＢＭ ……①

ＣＭ＝ＤＭ ……②

対頂角は等しいので，

∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ ……③

①，②，③より，

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから，

△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

(a)，(b)，(c)とその根拠を記述しているもの。 １◎

上記１で，表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたりするが，証明の筋道が ２○

正しいと分かるもの。

例 角の記号(∠)を書き忘れている。

上記１，２で，(a)，(b)，(c) の根拠が抜けているもの。 ３○

上記１～３以外で，証明の方針１にもとづいて（c）を正しく証明しているもの。 ４◎

例 仮定から，ＡＭ＝ＢＭ ……①

ＣＭ＝ＤＭ ……②

①，②より，対角線がそれぞれの中点で交わるので，

四角形ＡＤＢＣは平行四辺形である。

平行四辺形の向かい合う辺は等しいので，

ＡＣ＝ＤＢ ……③

①，②，③より，

３辺がそれぞれ等しいから，

△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

上記４で，表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたりするが，証明の筋道が ５○

正しいと分かるもの。
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ (1) 上記１～５で，根拠に誤りがあるもの。 ６

例 ∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤの根拠として「共通な角だから」などと記述している。

仮定としてＡＣ//ＤＢを用いているもの。 ７

(a)のみを記述しているもの。または，(a)と(c)について記述しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ① ②を ア と解答しているもの。 １

を

平 ②を イ と解答しているもの。 ２

行

四 ②を ウ と解答しているもの。 ３

辺

形 ②を エ と解答しているもの。 ４◎

と

解 ②を オ と解答しているもの。 ５

答

上記以外の解答 ６

無解答 ７

①を合同と解答しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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５ (1) と解答しているもの。（数学的に同値と判断できるものも含む。以下同様。） １◎
１
｜
３

と解答しているもの。 ２
１
｜
２

と解答しているもの。 ３
２
｜
３

上記以外の解答 ４

無解答 ０

(2) (正答の条件)

次の(a)，(b)，(c)について記述しているもの。

(a) 残りの箱は当たりとはずれの箱が１つずつあること。

(b) 司会者は，残りの箱の中ではずれの箱を開けること。

(c） 最後に残った箱は必ず当たりの箱であること。

（正答例）

残りの２つの箱は当たりとはずれが１つずつで，司会者はそのうちのはずれの箱を

開けるから，残った箱は必ず当たりである。

(a)，(b)，(c)について記述しているもの。 １◎

(a)，(b)について記述しているもの。 ２○

(b)，(c)について記述しているもの。 ３○

(a)，(c)について記述しているもの。 ４○

(a)のみを記述しているもの。 ５

(b)のみを記述しているもの。 ６

(c)のみを記述しているもの。 ７

(a)，(b)，(c)のいずれかについて，誤ったことを記述しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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解答類型［点字問題］【中学校数学】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎ … 解答として求める条件をすべて満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

５ （2） ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

７ (1) １ にＡＣ， ２ にＤＦ と解答しているもの。 １◎

（記号の順序は不問。以下同様。）

１ に∠ＡＢＣ， ２ に∠ＤＥＦ と解答しているもの。 ２◎

または，

１ に∠Ｂ， ２ に∠Ｅ と解答しているもの。

（角の記号（∠）がないものを含む。以下同様。）

１ に∠ＡＣＢ， ２ に∠ＤＦＥ と解答しているもの。 ３

または，

１ に∠Ｃ， ２ に∠Ｆ と解答しているもの。

または，

１ に∠ＢＡＣ， ２ に∠ＥＤＦ と解答しているもの。

または，

１ に∠Ａ， ２ に∠Ｄ と解答しているもの。

１ にＡＢ， ２ にＤＥ と解答しているもの。 ４

または，

１ にＢＣ， ２ にＥＦ と解答しているもの。

対応していない角や辺を解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

９ (2) Ｂ と解答しているもの １◎

Ｃ と解答しているもの ２

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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Ⅵ 質問紙調査項目

（教科関連部分）
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